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はじめに

本計画は2011（平成23）年度より東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林愛知演習林を

改称して新たに発足する東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所の2020

（平成32）年度までの10年間における研究，教育，社会貢献計画および森林管理計画を示したも

のである。計画策定にあたり，東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林教育研究計画に記

載された，当研究所に期待される役割を果たすことを基本としつつ，当研究所独自の取り組みに

ついても触れたものである。

本計画において，生態水文学（Ecohydrology）とは，生物・無生物からなる生態系を，そこ

に流入・循環・移動・流出する水，栄養塩，炭素，土壌，土砂，エネルギーの収支やフロー，ス

トックの観点に注目して研究する学問分野であり，生態系生態学，森林水文学，生物地球化学な

どの学問分野を融合した学問分野である。

第１章　生態水文学研究所第５期教育研究計画策定の基本的考え方

第１節　基本認識

森林が生物として生産するものや備えている作用のうち，人間にとって都合がよい作用や，人

間にとって有益な材料や食料を生産する働きを森林の機能，または生態系サービスという。森林

の生態系サービスのうち水，栄養塩，土壌，土砂関連の機能は日本における森林と人との関わり

の長い歴史の中で常に社会の関心事であった。しかしその現象の複雑さ，対象の巨大さ，対象と

する現象の発生確率の低さ，操作実験の困難さなどの理由により，過去約100年にわたって続け

られてきた科学者の努力をもってしても，未だ科学的に解明されていないことがたくさんある。

一方，森林の水，土壌，土砂関連機能に関しては，植林神話や緑のダムなどに代表される，単

純で科学的根拠の希薄なメッセージがマスコミ等によって発信され，それが人々に盲目的に信じ

られてしまうことにより，誤った常識が形成され，それに基づいた政策が実行されてしまうこと

もある。

生態水文学研究所は，自然界の現象や作用の科学的な理解と，その上に立った森林の機能の実

態を明らかにすることにより，作用および機能の正しい理解と，それに基づいた世論や政策の形

成を支援することを目的として，80年にわたる量水試験の長い歴史をもつ愛知演習林を改称する

ことにより，ここに新たに設置するものである。

（１）愛知演習林第４期試験研究計画の総括

本計画が継承した愛知演習林第４期試験研究計画は，演習林という名称にふさわしい，７つの
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基本方針，４つの研究計画，その中に多数の研究テーマを含む計画であった。以下に，これらの

方針の達成状況を示す。計画通り研究を遂行し，成果を挙げたテーマもある一方で，着手に至ら

なかったテーマがあるのは，数多くのテーマを研究するための予算，人員が不足していたことが

理由である。研究遂行のための競争的資金の獲得に努力し，その一部は得ることができたが，応

募したすべての競争的資金を得ることはできなかった。
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達成状況　　　備考
１．基本方針

　　（１）水文・気象観測とそのデータベース化

　　　1991（平成３）年以降の日雨量・日流量データ整理 △　整理されたが公表に至らず

　　　時間単位の雨量データベース △　進行中

　　　時間単位の流量データベース ×　検討したが実施に至らず

　　（２）森林環境資源の調査とそのデータベース

　　　10年に一度の森林資源調査の恒常的業務化と計画的実施 ○　2010（平成22）年度に調査

　　　長期生態系プロット（赤津，犬山，新居）の10年に一度の調査 ○　赤津のみ毎年調査

　　　データの公開と発信 △　モニ1000ルールで公開

　　　他機関との共同研究の推進 △　森林経理学研究室等

　　　演習林外の調査実施者の参画 ×　検討したが実施に至らず

　　（３）データの公開と発信

　　　原則に則った秩序ある公平な利用 △　内規が遵守されない

　　（４）都市近郊林としての環境に配慮した里山の管理

　　　都市近郊林に関連した研究の発展 ×　着手できていない

　　　環境保全団体とのパートナーシップ △　シデコブシの会

　　　地域の環境教育や自然保護運動に場を提供 △　エコアップ東大G等

　　　地域住民アメニティのためのプロムナード，

　　　休憩所，案内板整備 ○　エコアップ東大G，犬山市等

　　　展示林 ×　着手できていない

　　　希少種の積極的な保全のための対処 ×　着手できていない

　　（５）人工林施業の継続と効率化の模索

　　　小規模で連年の収穫量の均一化 △　毎年，主伐を実施

　　　森林経営に関する情報提供 ×　年報で公開

　　　育苗から伐採に至る一連の施業技術の保持 ○　維持

　　　環境機能を維持しつつコスト削減できる技術 ×　着手できていない

　　（６）地域への環境教育と教育のフィールドづくり

　　　環境教育の場 △　シデコブシの会

　　　学校教育の積極的受け入れ ○　三重中学等

　　　生涯教育 △　学びキャンパス

　　　企画，整備，保守の市民ボランティアへの移管 ×　検討したが実施に至らず

　　（７）地域住民による利用のあり方

　　　ボランティア活動を実施する組織との連携 △　シデコブシの会

　　　ボランティア組織育成支援 △　シデコブシの会

　　　一般市民が入林する手続きの簡略化 ×　検討したが実施に至らず

　　　植生調査業務を市民と協力して行う ×　検討したが実施に至らず
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２．研究計画

　　（１）都市林機能学研究室としての研究計画

　　　１）水文観測の継続と水文学に関する共同研究の推進

　　　　　森林の回復過程における水循環の変動追跡 ○　業績あり（資料編）

　　　　　森林による雨水貯留機能の検証 ×　業績なし

　　　　　森林による土砂流出抑制機能の検証 ○　業績あり（資料編）

　　　　　降雨－流出プロセスのモデル化検証 ○　業績あり（資料編）

　　　　　小流域におけるプロセスの統合による

　　　　　流域レベルの流出プロセスのモデル化 ○　業績あり（資料編）

　　　　　流域における物質循環の観測とモデル化 △　水質分析を継続

　　　２）水文研究の新たな方向の模索

　　　　　瀬戸市における開発と環境保護の論争 △　瀬戸市環境審議会委員

　　　　　瀬戸市における産廃処分場問題 △　瀬戸市環境審議会委員

　　　　　犬山市におけるフィールドミュージアム構想 ×　参画していない

　　　　　水源地における水循環・物質循環 △　水質分析を継続

　　　３）都市近郊林としての森林流域管理の考え方

　　　　　森林流域管理の多面的，客観的評価 △　流域委員会研究など

　　　　　住民参画 △　森の健康診断など

　　　　　ステークホルダー間の合意形成 ×　着手できていない

　　（２）愛知演習林管理と関わる研究計画

　　　景観生態学 ×　着手できていない

　　　開発に伴う水質汚濁 ×　着手できていない

　　　里山における森林生態系の解明 ×　適切な場所がない

　　　森林の公益的機能を高める森林施業 △　間伐の影響評価

　　　地域との関連における都市近郊林研究 ×　着手できていない

　　（３）環境教育

　　　研究成果の地域への発信 ○　シンポジウム，出版

　　（４）地域との連携による教育研究（自治体，NGO，NPO等）

　　　森林の環境機能の発見と評価 ×　着手できていない

　　　義務教育における総合的学習に関する学校・演習林の連携 △　三重中学等

　　　広範な林産物の地域供給 △　木材販売

　　　市民参加による森林育成管理のあり方 ×　検討したが実施に至らず
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研究に関しては，第４期の愛知演習林（当時）所属教職員の業績，および愛知演習林（当時）

利用者によって行われた研究業績のリストを資料編に掲載している。水文観測試験流域での観測

は継続されたが，2000（平成12）年９月11 〜 12日の東海豪雨による土砂流入のため，白坂，東

山の一定期間の流出量が欠測となった。これは想定外の自然現象のため，やむを得なかったが，

過去70年間，一度もなかった「白坂における人為的ミスによる降水量の欠測」が2005（平成17）

年11 〜 12月にかけて生じたことは誠に残念であった。この失敗は今後の観測・データ整理業務

の改善に生かしていかなければならない。

教育に関しては，教養学部前期課程における総合科目，全学自由研究ゼミナール，全学体験ゼ

ミナールが開講され，100名を超える学生が演習林にて１ 〜 ４日間を過ごしたことは特筆すべき

成果である。農学部学生および大学院生の講義や実習の受け入れについては第３期の実績と比べ

て目立った増減はなかった。演習林の教員を指導教員とする大学院生や学部生による研究，森林

科学専攻や生圏システム学専攻，農学国際専攻等の大学院生による研究のほか，東京農業大学，

名古屋大学，京都大学など多数の大学に継続的に利用されてきた。

社会貢献では，シンポジウム，ワークショップを１ 〜 ２年に１回のペースで開催し，演習林

出版局よりリーフレット４冊，ブックレット２冊を刊行したことが成果として挙げられる。また

赤津研究林の利用者をサポートする任意団体が新たに立ち上がり，土日祝日の利用について演習

林職員の努力だけでは受け入れが困難な多数の利用者を受け入れることができる体制が整った。

一方，犬山研究林においては，演習林をサポートする団体は設立されず，犬山市が主導で組織さ

れた団体が演習林を利用した活動を行っていたが，当該団体や犬山市と演習林との間で，どのよ

うな考え方のもとに演習林の森林を管理し，利用するかという議論が不足していたこともあり，

演習林の目指す管理，利用の実現に向けた相互協力体制は構築できずに終わった。演習林と犬山

市との地域交流協定に基づく利用の機会は，一定のルールのもとに，すべての市民に平等に与え

られるはずであるが，実際にはそのように運用されていたとは言い難く，規則，ルールを定め，

演習林の管理，利用の方針に沿った形で運用していくことが急務となっている。

森林管理では，新居試験地のマツ材線虫病被害が，病虫害委員会を中心とした全演的な協力と

予算の投入，職員の努力により，ピークを過ぎたことが顕著な成果として挙げられる。現在，マ

ツ枯れ跡地で無立木地になった区画において地ごしらえ，植栽，下刈をすすめていく段階にある。

新居試験地においては東京大学本部の理解を得て合筆と保安林指定の作業が進行しており，全域

が保安林に指定されることでマツ枯れ跡地への森林造成が治山事業として推進される可能性が開

けてきたところである。しかし一方で，瀬戸地区，犬山地区のハゲ山復旧地に広く分布するコナ

ラがブナ科樹木萎凋病の被害を受けて枯死し，隣接土地所有者や公道に被害を及ぼす可能性が指

摘されており，対策が急務となっている。
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（２）生態水文学研究所の存在理由（ミッション）

森林生態系における水・栄養塩・土壌・土砂の相互作用，森林の生態系サービス，および水・

栄養塩の循環や土壌・土砂の移動と人間との歴史的，社会的相互関係を明らかにするための自然

科学研究，人文・社会科学研究，および東京大学学生・大学院生への教育を推進する。

第２節　基本理念

（１）理念１　研究組織としての生態水文学研究所

森林が，流域を単位として出入りし，内部で循環する物質（水，栄養塩，炭素など）の動きや

収支にどのような影響を及ぼしているかを科学的に明らかにする。それにより，人間社会が森と

水との関係として期待している各種生態系サービスの実態を解明し，森林の生態系サービスの中

での水，土壌，土砂関連機能の位置づけとトレード・オフを明らかにし，森林が持っている生態

系サービスの評価手法の開発と，その機能の強化に向けた技術の開発を目指す。また人間社会が

森と水・土壌・土砂との関係から得られる生態系サービスを過去から現在にかけてどのように利

用し，森林の過剰利用により失ってきたのか，今後どのように利用していくのか，歴史的，社会

的，文化的，経済的，法的な側面から多面的に研究を行う。

また，研究目的で研究林を利用する利用者に対して，必要な情報，サービスを提供するよう努

める。

（２）理念２　教育組織としての生態水文学研究所

東京大学学生・大学院生に対して，森と水の自然科学教育，森と水と人の関係についての人文・

社会科学教育の拠点として，農学部講義および実習，卒業論文指導，大学院農学生命科学研究科

講義および修士論文，博士論文指導に貢献する。また東京大学における唯一の森と水，森と水と

人の研究に取り組む研究教育組織として，大学院農学生命科学研究科・農学部以外の研究科・学

部・研究所等による教育に貢献する。この中には教養学部前期課程の総合科目および全学ゼミ

ナールの開講を通じた教育も含まれる。

他大学の学生および大学院生に対する教育についても，東京大学学生および大学院生に対する

教育に支障がない範囲で積極的に行っていく。

（３）理念３　社会貢献組織としての生態水文学研究所

生態水文学，生態系サービス，森・水・土壌・土砂に関する人文・社会科学，公益的機能の発

揮を目的とした森林管理等の分野における研究成果を社会に発信していく。国際的に森と水と人

との関係の構築が期待されている国や地域に対して，政策提言，技術支援，人材育成を行う。森

林と水，栄養塩，土壌，土砂と人間の歴史，現状の科学的理解と未来展望について，シンポジウ
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ム，ワークショップ，書籍出版などの普及啓発活動を推進する。

専修学校，各種学校，高等学校，中学校，小学校の学生生徒に対する教育についても重要な社

会貢献活動の１つとして位置付ける。

（４）理念４　生態水文学研究所にふさわしい森林管理

生態水文学研究所は，理念１ 〜 ３を実現するための森林を研究林・試験地として管理する。

現在管理している森林は，歴史的経緯により，その全域が理念１ 〜 ３を実現するフィールドと

してふさわしい森林とはいえない。そこで，理念１ 〜 ３の実現に寄与する森林と，公益的機能

発揮の観点から植生遷移の進行を見守りつつ，土壌を醸成していくために保護する森林の，計４

種類のゾーンに区分し，それぞれの区分ごとに管理方針を定める。人工林での間伐等の実施につ

いては理念１ 〜 ３の実現に寄与する森林を優先し，それが完了してなお余裕のある場合に限り，

保護ゾーンの森林での実施も検討する。

第４期では森林の木材生産機能と公益的機能の両者を同時に発揮させることを目標に管理がな

されてきたが，第５期においては公益的機能の発揮を管理目標とする。天然林についてはマツ類

を枯らすマツ材線虫病，ブナ科コナラ属（主にコナラ）を枯らすブナ科樹木萎凋病に注意を払い

つつ，基本的には自然の遷移にまかせた管理を行う。人工林，主にスギ・ヒノキ人工林の下刈り，

枝打ち，つる切，間伐については原則として外部からの補助金等を得て実施する。また間伐は，

その実施が遅れ，林床植生がなくなり森林の公益的機能が低下することのないよう留意しながら，

本務に支障のない範囲で適時実行する。間伐に際しては徐々に人工林の割合を下げて天然林の割

合を上げるために，小面積の皆伐地を作り，跡地を天然更新させることや，広葉樹をなるべく残

してヒノキあるいはスギを主に伐採すること，巻き枯らし間伐などの方法を試行する。

第２章　10年後の望ましい姿（ビジョン）

90年間に及ぶ長期の量水データや施業履歴の蓄積と，最新の科学的手法，大規模操作実験を有

機的に組み合わせた研究成果を挙げることで，生態水文学の分野において全日本的，全世界的に

名前が知られる研究所となる。

第３章　重点的に実施すべき業務

第１節　研究・教育・社会貢献の重みづけ

愛知演習林の時代にはおおむねエフォート（全職員の年間の総業務時間を100％とするときの

当該業務の実施に必要とする時間の配分率）を研究４：教育３：社会貢献３の割合で重みづけし
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て業務を遂行してきた。生態水文学研究所に改称するにあたり，従来の重みづけを変更し，研究

６：教育２：社会貢献２とする。研究についてはエフォートをこれまでの1.5倍とする。教育お

よび社会貢献については，これまでのエフォートを３分の２に削減するが，アウトプットは現状

を極力，維持する。そのための手段として，これまで以上の業務の効率化，外注化，他組織との

協働等を推進する。

第２節　赤津研究林における重点研究

赤津研究林は生態水文学とその周辺分野の実験・調査を実施する中心的なフィールドとして位

置づける。本計画期間においては以下の３つの研究を重点的に行う。

（１） これまで80年以上の間，継続してきた白坂，穴の宮，東山の３箇所の山地流域における流

出量の長期観測を引き続き実施し，今後の気候変動や病虫害等の森林撹乱に伴う山地流域

の水循環過程の変化を調べる研究を進める。このうち東山については観測中止の可能性に

ついて検討を行う。

（２） 白坂流域内にある南谷，北谷の２箇所の小流域では，片方の流域に森林伐採等の操作を加

える大規模操作実験を実施し，森林の平準化作用，蒸発作用，水質形成作用，洪水軽減機能，

水資源涵養機能，水質浄化機能等の多様な作用・機能を実証的に調べるプロジェクトを企

画，実行する。

（３） 広葉樹二次林の動態やそこに生息する動植物相の長期的な変化を明らかにすることを目的

として，白坂小流域内の長期生態系プロットにおいて，生態系のモニタリングを継続して

実施する。

第３節　犬山研究林における重点研究

犬山研究林は，その表層地質が中古生層あるいは第三紀砂礫層である点に特徴があり，主に風

化花崗岩を表層地質とする赤津研究林とは地質条件が大きく異なる。また，犬山研究林における

ハゲ山からの森林の遷移の過程も，赤津研究林とは異なっている。以上を踏まえ，本計画期間中

は以下の４つの研究を重点的に行う。

（１） 地質・植生の違いが森林流域における水循環過程に与える影響を解明することを目的とし

て，中古生層流域や第三紀砂礫層流域における流出量等の調査を継続する。

（２） 間伐が水循環や土砂流出量に及ぼす影響を明らかにすることを目的として，流域全体のヒ

ノキ人工林を実際に間伐する大規模操作実験を実行する。

（３） 赤津研究林とは異なる基盤地質条件，人為的かく乱条件をもつ広葉樹二次林の動態やそこ

に生息する動植物相の長期的な変化を明らかにすることを目的として，犬山研究林内に長

期生態系プロットを立ち上げ，生態系のモニタリングを開始する。
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（４） 森林景観やレクリエーションの研究サイトとして，ふれあいゾーンにおける人の利用を記

録する等の方法により，森林景観の評価，森林散策の運動効果や学習効果など森林の保健

休養機能に関わる研究に取り組む。その過程で，森林管理や環境保全のための活動に参加

するボランティアおよびサポーターと協働することや，近隣の施設との連携を図ることを

検討する。

第４節　データの公表

データには，気象データ，水文データ，水質データ，生態系データ，人工林の成長量データな

ど多種多様なものが存在する。すべてのデータは，積極的に公開・提供することを原則とする。

外部資金で取得したデータや基盤データ整備委員会の資金を受けて取得したデータは，それぞ

れ当該外部資金の提供組織や基盤データ整備委員会のルールに従って公開あるいは非公開を決定

する。特にルールがない場合は，運営費で取得したデータの規定に準ずる。

運営費で取得したデータは，原則として取得から後２年以内にクオリティチェックを済ませ，

速やかに公開する。また過去のデータも積極的に公開・提供することを原則とし，そのための整

理，デジタル化を順次進める。

取得後２年以内のデータおよび過去のデータを生態水文学研究所所属教職員以外に提供する場

合は，東京大学大学院農学生命科学研究科所属の教職員・院生・学生の研究・教育目的の場合を

除き，生態水文学研究所教職員との共同研究を行うことを希望する研究者に限り認めることとし，

未公開データ共同利用内規を策定して対応していく。

第５節　森林のゾーニングとゾーン別森林管理

本計画期間では，生態水文学研究所の森林を大きく４種にゾーニングする。生態水文学の最先

端の研究を推進する研究ゾーン，大学院生・学部生が生態水文学研究の入口に立つことができる

教育ゾーン，大学関係者以外の来訪者が，大学の森林とのふれいあいの機会を持つことができる

ふれあいゾーン，研究・教育・社会貢献上の位置づけをしない保護ゾーンである。

研究ゾーンでは，原則として研究仮説を検証するための森林管理を行う。伐採，土砂の掘削，

巻き枯らし，皆伐跡地の天然更新などの大規模操作実験を行うことを検討する。研究上必要な場

合は周辺住民の理解を得ることを前提に，保安林の指定を解除することもありうる。

教育ゾーンでは，大学院生・学部生が多様な森林とその生態水文学的な作用や機能について学

習することができる森林管理を行う。生態水文学に関する実習，演習等のためのフィールドの整

備が中心的な管理目的となる。

ふれあいゾーンでは自然とのふれあいを求めて来訪する利用者の要求に応えるため，管理歩道

の整備，案内解説板の設置など利用の快適性等の観点を踏まえた森林管理を行う。
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保護ゾーンでは，研究所が主体となって行う研究・教育・社会貢献上の位置づけをせず，原則

として人為的な干渉を行わずに自然の遷移に逆らわない形で管理する。研究林・試験地の利用者

から保護ゾーンにおいて研究，教育，社会貢献を行いたいという希望があった場合は，本務に支

障がなく法律上問題のない範囲であれば，原則として受け入れる。

図２－５－１．生態水文学研究所の森林のゾーニング
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保護ゾーンは他の３つのゾーンと明確に区別されるが，研究，教育，ふれあいの各ゾーンは同

じ場所に２重，３重に指定される。その場合の優先順位は研究，教育，ふれあいの順とする。す

なわち，教育ゾーンにおける森林管理は研究の支障にならない範囲において行い，ふれあいゾー

ンにおける森林管理は，研究，教育に支障のない範囲において行う。

第６節　社会貢献としての地域との関わり

基本理念に基づき，地域を対象として，以下の３種の社会貢献活動を推進する。

（１） シンポジウム，ワークショップ，公開講座，体験学習などを開催し，これまで蓄積してき

た研究成果や生態水文学の知見，森林の作用と機能，歴史，制度，価値を巡る問題などを

分かりやすく伝える。

（２） ふれあいゾーンを熟知し，森林管理やガイドの活動を行うことができる自律した組織，サポー

ター，ボランティアとの協働体制を確立する。

（３） 周辺の大学など近隣の教育研究機関と協力，連携する。 

これらの取り組みの成果は，極力，論文や書籍の形で記録し，後世に残していく。

第４章　規模縮小ないし一時凍結し，中止も含めて検討する業務

第１節　皆伐，植林から次の皆伐に至る木材生産サイクル

これまでは，人工林における木材生産を持続的に行うために必要な一連の技術を継承するため，

小面積の皆伐と植栽を毎年欠かさず行い，また苗木の直営生産を維持してきた。本計画では，生

態水文学研究所への改称に伴い，重点を置くべき業務を明確にすることを目的として，日常業務

としての毎年の人工林の皆伐，植栽および苗木の直営生産業務を，研究上必要な場合を除き，

2020（平成32）年度までに廃止することを目標とする。本計画期間は，この目標達成のための移

行期間として，人工林の皆伐，植林は不定期に行う。苗木の直営生産は，2014（平成26）年度を

もって終了し，その後に苗木が必要となった場合は，苗木を購入する。

なお，研究上必要があって皆伐を行う場合には，皆伐後の取り扱いとして天然更新も検討する。

第２節　人工林の下刈，除伐，間伐

現存する人工林の除伐，間伐は，これを行わずに放置すると下草がなくなり，雨滴エネルギー

によって土壌の表面が破壊され，土壌流出を引き起こし，公益的機能を損なう可能性がある。そ

のような森林では，将来の木材生産を前提としない除伐・間伐を可能な範囲で行っていくが，作

業を直営で行う体制を維持することが困難なため，研究・教育上必要な特殊なケースを除き，原

則として国・県・市の補助金を受け，請負によって行う。
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収入間伐は，搬出の手間が少ない場所においては，積極的に行っていくが，販売方法は立木処

分とする。

第３節　宿舎における食事の提供

これまで，赤津学生宿舎においては，平日の団体の宿泊利用で東京大学の教職員・学生等の利

用の場合，希望があれば食事を提供してきたが，本計画期間中に，調理を業務とする非常勤職員

の確保が困難となるため，現在の形式での食事の提供は，本計画期間終了時点より前のある時点

をもって終了する。宿舎利用者に対する食事の提供方法については，民間業者や演習林をサポー

トする団体への委託等，新しい方式を模索し，食事提供の終了時点までに，新しい方法を決定し，

利用者へのサービスが低下しないように努める。

第４節　74林班（旧新居試験地）

74林班（旧新居試験地）は，1928（昭和３）年に新居町（2010（平成22）年に湖西市との合併

により消滅）から東京大学に寄付された原野で，海岸砂防試験地として植栽され，管理されてき

た。その後1984（昭和59）年ごろからマツ材線虫病により枯死するマツ類が見られるようになり，

被害は年々拡大して一部の土地では，ほとんどのマツ類が枯死して原野に戻った場所も出現した。

様々な対策を講じた結果，マツ材線虫病の被害は2004（平成16）年をピークに減少に転じ2008（平

成20）年にはピーク時の１割ほどの被害量となった。原野に戻った場所には抵抗性マツの植栽を

行い順調に経過している。

本計画期間およびその後において，74林班は，全域が，研究，教育，社会貢献上の位置づけが

困難なゾーン（保護ゾーン）に区分される。そこで，本計画の期間中に，74林班全域を保安林に

指定する手続きを進め，静岡県，湖西市の支援を得つつ保安林としての機能を維持できるように

努める。また本計画の期間中に，土地の管理形態を，生態水文学研究所が管理する形から，別の

形で管理することを検討する。

具体的に74林班で行う森林管理の基本方針は，以下のようである。

（１） 予防散布：湖西市と生態水文学研究所との間で覚書を締結し，必要経費を折半する。その

ために必要な予算は，生態水文学研究所に指定経費として配分された予算をもって充てる。

（２） 伐倒駆除：静岡県の保安林機能強化事業としてこれまでも行ってきたが，今後も継続して

行う。

（３） 被害地の修復のための植栽・育林：74林班は静岡県によって高度公益機能森林に指定され

ているので，県に，植栽を2012（平成24）年度まで，下刈を2017（平成29）年度まで行っ

ていただけるよう，毎年，働きかけを行う。

上記の管理に必要な調査，立会，検査は生態水文学研究所の責任で行う。このほか，国・県・
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市から補助率10割の補助金が得られ，病虫害委員会主導で樹幹注入等の予防・駆除・修復事業を

行うことになった場合には，生態水文学研究所は調査，自治体や業者との調整，立会，検査など

必要な支援を行う。

なお，第４期計画期間まで用いられてきた「新居試験地」という名称は本計画期間より正式名

称として使用することをやめ，正式名称は「74林班」とする。「新居試験地」は今後，愛称とし

て用いる。

第５節　赤津研究林，犬山研究林，穴の宮試験地

赤津研究林，犬山研究林，穴の宮試験地の一部には，その立地条件，管理履歴等から，本計画

期間およびその後数十年間において，研究，教育，社会貢献上の位置づけが困難なゾーンに区分

される土地が存在している。そこで，本計画の期間中に，これらの土地の管理形態を，生態水文

学研究所が管理する形から，別の形態で管理する形に変更することを検討する。

なお，赤津研究林，犬山研究林，穴の宮試験地において近年増加してきているブナ科樹木萎凋

病（ナラ枯れ）被害に対しては，教育研究計画の森林病虫害委員会の項目に定められた防除指針

に沿って対処することを原則とする。

具体的には，ナラ枯れによる枯死木のうち，生態水文学研究所が落枝等により人的・物的損害

を与えるおそれがあると判断した危険木は，国・県・市などの補助金等を得て伐倒する。補助金

等を受けてもなお費用が不足する場合は，森林病虫害委員会の支援を得て，指定経費を要求する。

また，生態水文学研究所が保護すべきと判断したナラ枯れ被害木については，生態水文学研究所

の予算・人員で対処できる範囲で殺菌剤の樹幹注入を行うことを検討する。検討の結果，生態水

文学研究所の予算・人員のみで対処が困難な規模となる場合には，森林病虫害委員会の支援を得

て，指定経費を要求する。

第５章　推進体制

第１節　所長・アドバイザー・所長補佐

所長は，東京大学演習林規則第４条に定める地方演習林長として，演習林長の命を受けて，研

究所の業務をつかさどる。東京大学演習林規則運営内規に定めるアドバイザー・所長補佐は，必

要に応じて演習林長が委嘱し，規則に定められた業務を遂行する。

第２節　安全衛生推進者

安全衛生推進者は，所長または農学部環境安全管理室の命を受けて，研究所の業務のうち安全

衛生部門をつかさどる。所長と農学部環境安全管理室の見解が異なる場合は，両者協議の上，必
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要に応じて演習林長ないし演習林会議に裁定を仰ぎ，業務方針を決定する。

第３節　教育研究組織

教育研究組織は，東京大学演習林規則運営内規に定める教育研究主任を長として，所長・アド

バイザー・所長補佐を除く教員，技術専門職員，技術職員，非常勤職員からなり，所長の命を受

けて，研究所の業務のうち教育研究部門をつかさどる。このうち演習林運営費によって雇用され

ている者は所長の命を受けて業務を遂行し，外部資金によって雇用されている者は，その資金の

受け入れ責任者である教員の命を受けて業務を遂行する。

第４節　技術組織

技術組織は，東京大学演習林規則運営内規に定める技術主任を長として，技術専門職員，技術

職員および非常勤職員からなり，所長または統括技術長の命を受けて，研究所の業務のうち技術

部門をつかさどる。所長と統括技術長の見解が異なる場合は，両者協議の上，必要に応じて演習

林長ないし演習林会議に裁定を仰ぎ，業務方針を決定する。

第５節　事務組織

事務組織は，事務室係長を長として，事務職員および非常勤職員からなり，所長または農学部

事務組織の命を受けて，研究所の事務をつかさどる。所長と農学部事務組織の見解が異なる場合

は，両者協議の上，必要に応じて演習林長ないし演習林会議の裁定を仰ぎ，業務方針を決定する。

おわりに

これまで，愛知演習林という「総合デパート」として業務を行ってきた本組織は，今季より生

態水文学研究所という「専門店」として再出発する。教職員のエフォートも，これまでの研究４：

教育３：社会貢献３から６：２：２に変更する。

本計画で最も重要なことは，研究所の存在理由（ミッション）と10年後の望ましい姿（ビジョ

ン）を明示したことである。生態水文学研究所の教職員は，ビジョン達成のために，一丸となっ

て業務を遂行していく所存である。
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１．生態水文学研究所の概要

１－１．設置の背景

生態水文学研究所は，1922（大正11）年９月１日に東京帝国大学農学部附属愛知県演習林とし

て設置された（１）。

愛知県尾張東部丘陵に位置し，奈良時代後半から日本の陶器生産の中心となって支配者階級の

ための灰釉陶器を生産していた猿投窯は，11世紀後半から律令体制の崩壊とともに庶民のための

陶器である山茶碗を大量生産するようになった（２）。当時の陶器窯の燃焼効率は悪く，製陶には

大量の薪を必要としたため，尾張東部丘陵の森林は強い伐採圧にさらされた。基盤地質が深層ま

で風化した中古生代の花崗岩や古木曽川の堆積物からなる新第三紀層であったため，森林が伐採

され根株まで掘り取られると，森林は自然再生せず，無立木地，無植生地（ハゲ山）に推移して

いった。出土した陶器によって年代が特定されている窯跡から出土した炭化材を分析したところ，

原植生が常緑広葉樹林であるはずの猿投山付近で，薪として使われた樹種は10世紀には落葉広葉

樹であるクヌギが主で，コナラ，マツも見られたが，13世紀にはほぼマツのみであった（３）。マ

ツは常緑・落葉広葉樹がすべて伐採され，根株，土壌がすべて流出し，砂礫がむき出しになった

荒廃地に自生する樹種である。山茶碗の大量生産の影響で，この地域の山は13世紀にはほぼハゲ

山になっていたことが確かめられた。12世紀始めには常滑，渥美で大規模な生産が開始され，知

多半島にはざっと3,000基，渥美半島には約500基の窯跡が認められる。

生態水文学研究所の敷地内に，瀬戸市唯一の国指定史跡である「小長曽陶器窯跡」がある。こ

の窯は室町中期に造られ，14世紀末〜 15世紀初めに創業し「古瀬戸」釉の陶器を生産していた。

その後いったん放棄されたが，江戸時代の17世紀末頃に再利用されたことが証明されている。そ

の理由の１つとして，室町時代に燃料である薪の入手が困難となったが，江戸時代に森林が再生

し，薪が再び入手可能となった可能性がある。

東京大学大学院農学生命科学研究科

附属演習林生態水文学研究所

第５期教育研究計画

（2011（平成23）年度〜2020（平成32）年度）

資料編
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近世に入ると人口の増加，農地の拡大，社会経済の発展などが複合的に作用し，森林の過剰利

用と木材の枯渇が起きる。矢田川も庄内川も，上流域に瀬戸，多治見，土岐などの窯業地を抱え

ていたため，河川への土砂流出の問題が深刻となり，下流の水害の頻度が上がるようになった。

1666（寛文６）年に幕府は四老中連名で「諸国山川掟」を発し，土砂流出防備のために根株掘

り取り，新規耕作の禁止とハゲ山への木苗の植え付けを義務付けたが，それに先だった1661（寛

文元）年に尾張藩は水野村に御林方役所を設け，山林保護に着手し，1722（享保７）年には正月

用門松に真のマツの使用を禁止，1726（享保11）年には新規開墾を制限している。1767（明和４）

年には「明和の洪水」により死者2,154人を出す大水害が発生した。1770（明和７）年〜 1778（安

永７）年頃の愛知県瀬戸市付近の様子を描いた内藤東甫『張州雑志』の絵からは，山は見渡す限

りハゲ山で，窯が山の斜面に立地し，山から流れだす川は幅が非常に広く，川底に大量の土砂が

流れてきていることがわかる。川には堤防を築いて田を作っているが，川底よりも田の方が低い，

天井川の状態になっている（４）。尾張藩は1784（天明４）年に「天明の治水」に着手し，庄内川

の悪水排除を目的として新川を開削したが，同時に，1782（天明２）年に水野代官所に山方係を

置き，ハンノキやマツを用いた治山植樹事業を開始した。このような努力もあって森林は再生に

向かった。

しかしこれも長くは続かず，幕末期を迎え，自然災害が相次ぎ，森林にも影響が及ぶ。1854（安

政元）年に安政地震（東海・東南海・南海地震が連続して発生）がこの地を襲い，窯業者に多大

な損害を与えた。1868（明治元）年には日本最大級のため池である入鹿池が決壊し，死者941人，

流失807戸の大惨事となった。被災者救済のため伐採許可を与えたことで，森林は再び荒廃の一

途をたどる。幕末・明治維新初期の秩序崩壊，地租改正，官民有区分等の制度改革に伴う混乱が

それに拍車をかけた。尾張地域では御料林に区分された森林にハゲ山が多かったという特徴があ

り，1905（明治38）年の愛知県のハゲ山統計では，民有林17,700 ha，御料林13,849 haとなって

おり，これは全御料林の６割に相当する。

1889（明治22）年に作成された５万分の１地形図から愛知県が作成した地図によれば，両半島

および尾張東部丘陵はほとんどハゲ山となっていたことが読み取れる。このようなハゲ山は，信

楽焼，備前焼を有する滋賀県，岡山県にも見られ，尾張・知多地方と合わせて後に日本三大ハゲ

山地帯と呼ばれるようになる。1897（明治30）年には治水三法の１つとして砂防法，森林法が制

定され，愛知県のハゲ山は1899（明治32）年に砂防法指定地となり，治山・砂防工事が盛んに行

われるようになった。

1900（明治33）年に東京帝国大学農科大学林学科第四講座として森林理水及び砂防工学教室が

設置された。1905（明治38）年に，県はハゲ山を復旧するため，東京帝国大学農科大学に設計を

依頼し，その時提出されたのが，同大学雇教師アメリゴ・ホフマンが林学科学生の山崎嘉夫・弘

世孝蔵の卒業論文として指導した設計書である。その後，森林理水及び砂防工学教室は1913（大
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正２）に長久手町内に694haの演習地を設定し，研究教育を開始した。

このような背景のもとで，1922（大正11）年に帝室林野局名古屋支局の管理下にあった東春日

井郡瀬戸町，赤津村，同水野村，丹羽郡城東村，計約1,300haの御料林を本学資金公債との交換

によって購入し，東京帝国大学農学部附属愛知県演習林と名付けた。

１－２．設置後の経緯

東京帝国大学愛知県演習林は，1922（大正11）年10月１日に仮事務所を東春日井郡瀬戸町に置

いて事務を開始し，翌1923（大正12）年12月に同郡水野村大字上水野字安戸に庁舎を新築しここ

に移転した。1931（昭和６）年当時の面積は，水野地区477ha，東山地区123ha，白坂地区

235ha，犬山地区508ha，合計1,343haであった（第3期試験研究計画には合計1,354haとの記載が

あるが，これは1,354町歩の誤りであり，haに換算すると1,343haとなる）。

同年から穴の宮において量水堰堤建設工事を開始し，翌1924（大正13）年には完成し，1925（大

正14）年には気象観測，量水観測を開始した。その後順次，東山で1928（昭和３）年，白坂で

1929（昭和４）年，数成で1930（昭和５）年に気象観測，量水観測を開始している（数成の気象

観測は1950（昭和25）年に，量水観測は1952（昭和27）年に廃止）。

1925（大正14）年には静岡県浜名郡新居町長から東京帝国大学総長宛に，遠州灘に面して細長

い砂丘地を新居試験地として設置する請願書が提出された。これを受けて1928（昭和３）年に新

居試験地約20haが設置され，強風による飛砂を防ぐ目的で海岸砂防林造成を開始した。気象観

測も1929（昭和４）年から開始している（1966（昭和41）年中止）。

1943（昭和18）年以降，事務所と試験地の一部は瀬戸市東松山町に置かれ，気象観測も行われ

た（1949（昭和24）年中止）。1947（昭和22）年に東京帝国大学は東京大学となる。1949（昭和

24）年には白坂量水堰堤の流域内に北谷，南谷の小流域が設けられ，それまでの白坂堰堤は「本

谷」と呼ばれるようになった。

1963（昭和38）年に瀬戸市からの強い要請によって水野地区および東松山の事務所敷地約

400haを手放した。この土地は東海財務局を経て瀬戸市に移管され，現在は工業団地，住宅地，

運動公園等になっている。この交換によって大学が所有していた粘土鉱山も手放し，現在はその

地で操業している山甚大学鉱山（株）の名称に大学の文字があるのは，ここでかつて東京大学演

習林の操業する鉱山があったことを示している。東京大学は代わりに農林水産省林野庁名古屋営

林局管理下の品野国有林392haを得た。1965（昭和40）年には事務所も瀬戸市五位塚町に，宿泊

施設も瀬戸市北白坂町に移転した。

犬山研究林では，戦後の農地開拓事業，愛知用水事業，学校用地などのため土地を手放したほ

か，犬山市からの要請により1965（昭和40）年に橋爪山地区約71haの土地を犬山市所有の八曽，

斧研地区約76haの土地と交換した。この土地は現在，犬山カントリークラブとなっている。
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その後，演習林は農学部の附属施設と位置付けられてきたが，2001（平成13）年の改組に伴い

大学院農学生命科学研究科の附属施設となった。2004（平成16）年には国立大学法人東京大学と

なり，演習林の土地は法人に継承された。それに伴い土地の所有形態も文部科学省管理国有林か

ら法人の所有する私有林となり，現在に至っている。

１－３．生態水文学研究所の位置

生態水文学研究所は，名古屋市の北東約20kmの愛知県瀬戸市中心部に位置する事務所・研究

室（1ha）と２研究林１試験地により構成されている。

赤津研究林（745ha）は瀬戸市の東部に位置し，北は岐阜県境の三国山麓から南は猿投山にい

たる尾張地域に広がり，東縁を三河地域と接している。赤津研究林内には作業所・宿泊施設・苗

畑がある。犬山研究林（443ha）は名古屋市の北約20kmの犬山市東部に位置している。犬山研究

林内には作業所がある。穴の宮試験地（77ha）は瀬戸市の北部に位置している。

１－４．生態水文学研究所の地質，地形，気候

赤津研究林と穴の宮試験地のほぼ全域は中古生代の花崗岩を基岩とする黒雲母花崗岩と花崗閃

緑岩からなり，風化は深層に及んでいる。赤津研究林（標高244 〜 692m）の平均傾斜度は25 ，゚

穴の宮試験地（標高130 〜 272m）の平均傾斜度は19 で゚ある。犬山研究林（標高70 〜 218m）の

大部分は新第三紀層からなり，上部では部分的に古生層砂岩がみられる。

赤津研究林内の白坂気象観測露場での30年間（1975（昭和50）〜 2004（平成16）年）の記録

でみると，月平均気温が最も寒い１月で1.4℃，最も暑い８月で23.9℃，年平均が12.9℃であった。

また1930（昭和5）〜 2010（平成22）年の81年間の平均年降水量は1,858mmであり，温暖湿潤な

気候である。

１－５．生態水文学研究所の森林の概況

生態水文学研究所の森林は，最終氷期には針葉樹林および冷温帯落葉広葉樹林であったと予想

される。これらの樹種はその後の温暖化に伴い高標高地に避難せざるを得なかった。猿投山山頂

付近に残存している樹齢200年を超すと推定されるモミ，ツガがその例である。「張州雑志」では

猿投山の瀬戸市側斜面は山頂までハゲ山として描かれているが，豊田市側には猿投神社の所有す

る森があって，当時から原生林に近い状態で森林が保護されていたと考えられる。

創設当初の研究林は，赤津研究林は尾根筋がほぼ裸地，犬山研究林と穴の宮試験地は沢筋にわ

ずかに樹木がある程度でほぼ全山裸地，新居試験地は砂地で草木がわずかにみられる程度であっ

た。その後，砂防植栽や林業目的のヒノキ，スギの植栽が行われ，現在に至っている。現在の林

況を林種別に示すと以下のようになる。
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（１）天然生林

天然生林は赤津研究林と一部犬山研究林に存在し，主にコナラ・アカマツ・ヒノキを上層木と

し，中下層にヤブツバキ・ヒサカキ・サカキ等の常緑広葉樹類がみられる。近年続いているマツ

ノザイセンチュウによるアカマツの枯損被害は甚大で，一部を除いて消滅の途にある。さらに近

年，カシノナガキクイムシによるコナラの枯損被害が拡大しつつあるものの，アオハダ・ソヨゴ・

ヒサカキなどの天然生の樹種が健在であり，自然の遷移に任せた管理をしても土壌の流亡や裸地

化の心配はないとみられる。

（２）人工林

植栽樹種はヒノキ・スギが主で一部マツ・広葉樹である。近年の立木価格の低迷や大学の経費

削減の影響を受け，一部の人工林は間伐遅れの状態にあり，いわゆる不健康人工林となっている。

不健康人工林の中には林内に光が入らず下層植生が皆無で，雨滴の衝撃により表層土壌が砕かれ，

土壌孔隙を目詰まりさせ，浸透能の低下や土壌流出がみられる人工林も存在している。

（３）砂防植栽林

犬山研究林と穴の宮試験地は創設当時全山ほぼ裸地であった。犬山研究林では創設から1942（昭

和17）年までにクロマツ・ヒノキ・ハンノキが砂防植栽され，1950（昭和25）〜 1952（昭和27）

年に種々の治山工事や砂防植栽が施工された。穴の宮試験地においても創設後，砂防植栽等が施

工され，現在は全山緑に被われ当時の荒廃の面影はない。近年のマツノザイセンチュウによる被

害により，植栽したクロマツ・天然生アカマツの枯損が穴の宮・犬山で著しい。さらに近年，カ

シノナガキクイムシによるコナラの枯損被害が拡大しつつあるものの，アオハダ・ソヨゴ・ヒサ

カキなどの天然生の樹種が健在であり，自然の遷移に任せた管理をしても土壌の流亡や裸地化の

心配はないとみられる。
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２．生態水文学研究所教職員（常勤・非常勤）一覧（2002（平成14）〜2010（平成22）年）

表２－５－１．生態水文学研究所教職員（常勤・非常勤）一覧（2002（平成14）〜2010（平成22）年）
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３．教員の研究業績（2002（平成14）〜2010（平成22）年）

業績の選定基準

・ 2002（平成14）〜 2010（平成22）年度に愛知演習林（当時）に所属していた教員が筆頭著者・
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とは－，現代林業，510（2008.12），44-47．

29．蔵治光一郎（2008）森林，食糧生産，河川，流域圏の統合的管理，山林，1488（平成20年5

月号），2-9．

30．蔵治光一郎（2008）野外研究サイトから（９）東京大学愛知演習林，日本生態学会誌，58，

137-142．

31．蔵治光一郎（2009）荒れた人工林の実態を調べよう全国に広がる「森の健康診断」，自然保護，

1・2月号（No.507），24．

32．蔵治光一郎（2009）書評『川と海　流域圏の科学』，不知火海・球磨川流域圏学会誌，3，

47-48.

33．蔵治光一郎（2009）森と水－森林管理の現場から－第11回　森林と水害－，現代林業，511

（2009.1），36-39．

34．蔵治光一郎（2009）森と水－森林管理の現場から－第12回　森林と水資源－，現代林業，

512（2009.2），38-41．

35．蔵治光一郎（2009）森と水－森林管理の現場から－第14回　地域型の情報管理を目指して情

報の共有手段としてのWeb-GIS－，現代林業，514（2009．4），42-46．

36．蔵治光一郎（2009）森と水－森林管理の現場から－第18回　森林と水質，現代林業，518

（2009.8），38-41．

37．蔵治光一郎（2009）森と水－森林管理の現場から－第19回　森林の環境サービス取引，現代

林業，519（2009.9），38-42．

38．蔵治光一郎（2009）森と水－森林管理の現場から－第21回　現場と向き合う研究者の悩み，

現代林業，521（2009.11），40-43．

39．蔵治光一郎（2009）森と水－森林管理の現場から－第22回　社会に役立つ研究者とは，現代

林業，522（2009.12），34-37．

40．蔵治光一郎（2009）流域圏管理の実践に向けて，都市問題，100(2)，4-8．

41．蔵治光一郎・溝口隼平（2009）各ダムでどのような生態系への配慮が行われているのか，科
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42．田中延亮（2009）霧による森林への水分供給量をはかる，森林科学，55，41．

43．蔵治光一郎（2010）いま日本の森で何が一番大事か，Ship & Ocean Newsletter，228．

44．蔵治光一郎（2010）ハゲ山からの森林再生，月刊なごや，No．339（2010.12），14．

45．蔵治光一郎（2010）水をめぐる戦略「水のガバナンス」確立に向けて，FUJITSU飛翔，63号．

46．蔵治光一郎（2010）二酸化炭素25％削減に日本の森林は貢献できるか，農業と経済，76(2)（1・

2月合併号），63-72．

47．蔵治光一郎（2010）日本における森林の役割の変遷と今後の森林との関わり合いのあり方，

水環境学会誌，33(A)，No．10，320-323．

48．蔵治光一郎（2010）流域圏学特集（１）流域圏における上流の立場から，しらぬいくま（不

知火海・球磨川流域圏学会ニューズレター），第8号，5．

49．佐藤貴紀・田中延亮・井上淳・澤田晴雄・渡部賢・鈴木雅一（2010）愛知演習林のコナラを

対象にした樹液流の染色実験の報告，演習林，49，29-41．

３－４．学会発表

１．Kuraji K (2002) Long-Term Ecological Research (LTER) in the University Forests - 

Towards Establishing Asia University Forest LTER Network -, Proc. Inter. Symp. Asian 

University Forests, August 2002, Tokyo, Japan, 61-67.

２．下倉淳史・芝野博文（2002）回復途上にある森林流域における基底流出低減係数の特性－経

年変化と流域間比較による水源涵養機能の検討－，水文・水資源学会2002年研究発表会要旨

集，136-137．

３．山田千尋・蔵治光一郎・鈴木雅一（2002）渇水時流出量年々変動に対応する降水量特性の季

節による差異について，水文・水資源学会2002年研究発表会要旨集，182-183．

４．柴田英昭・笹賀一郎・戸田浩人・蔵治光一郎（2002）全国の森林河川における硝酸および溶

存物質濃度，第113回日本林学会学術講演集，68．

５．蔵治光一郎（2002）山地流域カタログ・データベース研究会2001年度活動報告，水文・水資

源学会2002年研究発表会要旨集，246-247．

６．Shimokura J and Shibano H (2002) Effect of forest restoration in mountainous basins on the 

long-term change in baseflow recession contents, Water Resources System-Hydrological 

Risk, Management and Development (IAHS Publ. 281:133-140), July 2002, Sapporo.

７．Kuraji K, Homma K and Shibata H (2004) Japan Ecosystem Research Network (JERN) and 

Japanese Long-Term Ecological Research (JaLTER): an opportunity for collaboration 

between terrestrial ecosystem ecologists and limnologists, The First Korea-Japan Joint 
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Limnology Symposium, -Material Cycling and Long-Term Ecological Research in　

Freshwater Ecosystem-, 19-22 May 2004, Pusan National University, Busan, Korea, 60.

８．Kuraji K, Shibata H, Takagi M and Nakashizuka T (2004) Japan Ecosystem Research 

Network (JERN) and Japanese Long-Term Ecological Research (JaLTER), The 6th East 

Asia-Pacific Regional Meeting of the International Long-Term Ecological Research, Beijing, 

China.

９．高木正博・蔵治光一郎・森山聡之・大槻恭一（2004）全国の大学演習林をむすぶ気象観測・

公開システムの構築，第115回日本林学会大会学術講演集，357．

10．下倉淳史・芝野博文・荒木田きよみ（2004）基底流出の日周変化の特性，日本林学会学術講

演集，115，113．

11．芝野博文・蔵治光一郎・渡部賢（2004）JaLTERにおける愛知演習林の位置づけ－ネスティ

ング流域，並列流域における長期水文観測の価値－，第115回日本林学会大会学術講演集，

354．

12．蔵治光一郎（2004）流域圏学会と緑のダム・青の革命，四万十・流域圏学会第３回総会・学

術研究発表会概要集，11-12．

13．本間航介・蔵治光一郎（2004）LTERとは何か日本におけるLTER活動の現状，日本陸水学

会第69回大会．

14．Kuraji K (2005) Green dam - a concept based on myths of the benefit of forest on water, 

International Conference on Headwater Control VI: Hydrology, Ecology and Water 

Resources in Headwaters, 20-23 June 2005, Bergen, Norway, 51-52.

15．Zhang Z, Fukushima T, Onda Y, Gomi T, Fukuyama T, Sidle R, Kosugi K, Kuraji K, 

Kitahara H, Hiramatsu S, Terajima T and Matsushige K (2005) Runoff characteristics of 

carbon, nitrogen, and phosphorus from forested watersheds，第115回日本森林学会大会講

演要旨集，427．

16．糸数 哲・恩田 裕一・太田 岳史・杉盛 啓明・芝野 博文（2005）植生の自然回復状況の異な

る花崗岩山地小流域における土砂流出特性，第116回日本森林学会大会講演要旨集，449．

17．浅野 友子・芝野 博文・蔵治 光一郎（2005）東京大学愛知演習林における７０年間の水収支

観測結果，第116回日本森林学会大会講演要旨集，463．

18．浅野友子・芝野博文・蔵治光一郎（2005）東京大学愛知演習林白坂流域における70年間の水

収支観測結果，第115回日本森林学会大会講演要旨集，463．

19．紀藤 昌仁・三輪 宣勝・日野 功一・芝野 博文・林 進（2006）市民環境ボランティアによる

森林整備活動と健康増進および癒しの効果，第117回日本森林学会大会講演要旨集，117．

20．五名美江・蔵治光一郎（2006）水源林の取得・管理のための水源基金について，第117回日



334 東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所

本森林学会大会講演要旨集，446．

21．洲崎燈子・蔵治光一郎・丹羽健司（2006）森の健康診断，第117回日本森林学会大会講演要

旨集，145．

22．蔵治光一郎（2006）いま日本の森の何が問題か過剰な期待と進まない現実の間で何ができる

のか，由良川フォーラム（第2回）〜川と森の今を考える〜，舞鶴市西駅交流センター，

2006年8月26日．

23．蔵治光一郎（2006）市民参加で放置林の実態調査，「国民参加の森林づくり」シンポジウム

放置林を考える，熊本市熊本テルサホール，11．

24．蔵治光一郎（2006）森林の保水力について，第19回日本の森と自然を守る全国集会熊本集会

「緑のダムー森林の保水力」，熊本学園大学，2006年12月3日．

25．蔵治光一郎（2006）矢作川森の健康診断から見えたもの，森林・木材・環境アカデミー講演

会「日本林業再生の道Part II－現場の取り組みー」要旨集，19-23．

26．五名美江・蔵治光一郎・春田泰次・鴨田重裕・小田智基・堀田紀文・鈴木誠・木村徳志・

五十嵐勇治・大村和也・渡邉良広（2007），東京大学5演習林8試験流域における渓流水質の

特性，第118回日本森林学会大会講演要旨集，P3e31．

27．芝野博文（2007）海岸砂防林の保全に向けた取り組み－東京大学愛知演習林新居試験地にお

けるマツノザイセンチュウ病による被害報告と地域との連携及び今後の展望－，平成19年度

日本海岸林学会静岡大会シンポジウム講演要旨集．

28．洲崎燈子・蔵治光一郎・丹羽健司（2007），人工林の混み具合の評価手法に関する検討「矢

作川森の健康診断」における取り組み，第118回日本森林学会大会講演要旨集，P2d23．

29．蔵治光一郎（2007），森林と洪水，第118回日本森林学会大会講演要旨集，F04．

30．蔵治光一郎（2007）伊勢湾流域の森林の現状と課題，伊勢湾再生シンポジウム「人と森・川・

海の連携により健全で活力ある伊勢湾を再生し，次世代に継承する」論文集，10月18日，テ

レピアホール，30-35．

31．澤畠薫，芝野博文，浅野友子（2007）流域スケールを考慮した洪水流出プロセスの解明，第

118回日本森林学会大会講演要旨集．708．

32．越智匠作・太田猛彦・田中延亮・堀田紀文（2008）スギ幼齢林からの降雨中の蒸発強度，第

57回日本森林学会中部支部大会研究発表会講演要旨集，36．

33．芝野 博文・澤畠 薫・浅野 友子・荒木田きよみ（2008）渓流流出発生域における流出形態の

多様性と代表性に関する一考察，第119回日本森林学会大会講演要旨集，743．

34．芝野博文・澤畠薫・浅野友子・荒木田きよみ（2008）渓流流出発生域における流出形態の多

様性と代表性に関する一考察，日本森林学会大会講演要旨集．

35．洲崎燈子，蔵治光一郎，丹羽健司（2008）市民主導の「森の健康診断」と人工林管理の将来
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展望，第119回日本森林学会大会講演要旨集，98．

36．蔵治光一郎（2008）林業，山仕事，森づくり，緑のダム，森の健康診断，四万十・流域圏学

会第8回総会・学術研究発表会概要集，23-24．

37．福島武彦，張朝，恩田裕一，水垣滋，五味高志，小杉賢一朗，平松晋也，北原曜，蔵治光一

郎，寺嶋智己，松重一夫（2008），森林の種類による栄養塩流出の違い，第119回日本森林学

会大会講演要旨集，103．

38．Kuraji K, Shibano H, Arakida K, Gomyo M and Haruta Y (2009) Long-term forest 

hydrological research in the University Forest in Aichi, Japan, Second International 

Conference on Forests and Water in a Changing Environment, September 14-16, Raleigh, 

NC, 26.

39．芝野博文・荒木田きよみ・後藤太成（2009）TOPMODELによる微小流域における短期流出

の流出再現性，第120回日本森林学会大会講演要旨集，859．

40．Kuraji K （2010） Forest, water and people interactions - mechanisms, services and 

perceptions, China-Japan Interdisciplinary Academic Salon for Young Scientists, 3 Nov. 

2010, Fuzhou, China.

41．Tanaka N, Kuraji K, Shibano H, Hotta N, Yamada T, Fujiwara A, Kamoda S, Owari T, 

Asano Y, Yamamoto K, Kamata N (2010) Monitoring network investigating  the response 

and vulnerability of forest ecosystems to the changing climate:  long-term data sets of 

meteorology, hydrology and hydrogeochemistry of Tokyo University Forests, 2010 

International Symposium on Environmental Monitoring in East Asia - Remote Sensing and 

Field Research for Forest and Precipitation Monitoring -, September 27-28 2010, Kanazawa 

University, Japan.

42．伊藤章吾・太田岳史・芝野博文（2010）鉛直一次元スケールでの常緑落葉混交林における水

収支の年々変動と季節変動，第121回日本森林学会大会講演要旨集，186．

43．芝野博文・浅野友子・田中延亮・大川あゆ子（2010）天然林施業がもたらす生態系サービス

としての渓流水質・水温・流量とその空間分布特性，第121回日本森林学会大会講演要旨集，

320．

44．蔵治光一郎（2010）何がもったいないのかー「再生プラン」は防災，水資源涵養機能と調和

しうるかー，（財）林業経済研究所シンポジウム「森林資源の多様性と山村再生」，弥生講堂．

45．蔵治光一郎（2010）産業，防災，地球環境，生態系の観点からみた人工林の間伐，不知火海・

球磨川流域圏学会2010年度研究発表会，熊本県五木村．

46．蔵治光一郎（2010）森林と水量，水質の関係，平成22年度桂川・相模川流域協議会定期総会

基調講演，相模原市．
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47．蔵治光一郎（2010）木材生産と公益的機能の両立は可能か，西播磨地区林業改良普及協会「ふ

るさとの森講演会」，兵庫県上郡町．

48．土肥和貴・田中延亮・蔵治光一郎（2011）過密ヒノキ人工林の樹冠遮断量，第122回日本森

林学会大会講演要旨集，663．

49．渡辺翔・田中延亮・秋山梢・加藤拓実・後藤太成（2011）Granier法で求めたコナラの吸水

量と実吸水量との比較，第122回日本森林学会大会講演要旨集，656．

50．蔵治光一郎（2011）森林生態系の水源涵養サービスへの社会の期待，第122回日本森林学会

大会講演要旨集，M08．

４．技術・事務職員の業績，利用者の業績など（2002（平成14）〜2010（平成22）年）

業績の選定基準

・ 2002（平成14）〜 2010（平成22）年度に愛知演習林（当時）に所属していた技術・事務職員

が筆頭著者・共著者となっている業績のうち，愛知演習林（当時）を対象としたものを掲載

した。

４－１．著書

１．東京大学愛知演習林（2006）赤津研究林の見どころ，東京大学演習林出版局，22pp.

２．東京大学愛知演習林（2007）愛知演習林の植物Ⅰ，東京大学演習林出版局，30pp.

３．東京大学愛知演習林（2008）愛知演習林の植物Ⅱ，東京大学演習林出版局，30pp.

４．東京大学愛知演習林（2010）はげ山に森が戻るまで－東京大学犬山研究林の砂防・緑化のあ

ゆみ－，東京大学演習林出版局，30pp.

５．東京大学愛知演習林（2010）赤津研究林の見どころ－2010年改訂版－，東京大学演習林出版

局，30pp.

４－２．解説・その他

１．阿達康眞・荒木田善隆・渡部賢（2002）間伐方法を変えたスギ林の成長　－15年経過後－，

平成13年度技術官等試験研究・研修会議報告，45-49．

２．荒木田きよみ・後藤太成・井上淳（2002）赤津研究林における気象観測と気象要素の特性，

平成13年度技術官等試験研究・研修会議報告，21-27．

３．阿達康眞・井上淳・渡部賢・後藤太成・荒木田きよみ・荒木田善隆・高徳佳絵（2003）新居

試験地のマツ枯れを防ぐ手だてはあるのか？，平成14年度技術官等試験研究・研修会議報告，

25-33．
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４．渡部賢（2004）愛知演習林における森林管理業務と課題，平成15年度技術官等試験研究・研
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カシノナガキクイムシによるナラ枯れ被害の実態，中部森林研究，57，289-292．
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29．荒木田きよみ・渡部賢・澤田晴雄（2010）巻き枯らし処理したヒノキ造林木の枯死過程と林

床植生の変化，平成21年度　技術職員等試験研究・研修会議，51-56．
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４．澤田晴雄・芝野博文・金子力也（2008）愛知演習林長期生態系プロットにおける樹木の分布

状況と2004 〜 2006年の動態，日本森林学会大会講演要旨集，119，589．
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生命科学研究科生圏システム学専攻修士論文．
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境科学部森林総合科学卒業論文．

14．山本邦彦（2003）白坂流域における土砂流出の解析，東京農業大学地域環境科学部森林総合

科学卒業論文．

15．梶浦雅子（2004）愛知演習林赤津研究林の花崗岩を母材とする撥水性土壌の性質，東京大学

大学院農学生命科学研究科森林科学専攻修士論文．

16．中島浩徳（2004）風化花崗岩斜面におけるヒノキ人工林の根系分布と土層構造について，静

岡大学農学部森林資源科学科卒業論文．

17．中西崇（2004）降雨量および流量が白坂本流域の土砂流出に及ぼす影響，東京農業大学大学

院農学研究科修士論文．

18．石川博章（2005）東京大学白坂試験流域におけるアインシュタイン式による土砂流出解析，
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19．上野健太（2005）流域面積の違いが洪水の遅れ時に及ぼす影響－愛知演習林白坂流域と南谷

流域の比較，東京農業大学地域環境科学部森林総合科学科卒業論文．

20．Karki KB (2006) Sediment transportation and GIS-based soil loss estimation through model 



演習林（東大）, 51,305-396 (2012)

 生態水文学研究所第５期教育研究計画（2011（平成 23）年度〜 2020（平成 32）年度） 341

validation to observed data in mountainous watersheds: focused on soil conservation for 

sustainable watershed management，東京大学大学院農学生命科学研究科博士論文．

21．岡田佳子（2006）花崗岩山地渓流の砂防堰堤間における渓流形成要素の特性について，東京

農業大学卒業論文．

22．小島一範（2006）褐色森林土の撥水性発現に関する実験的研究，埼玉大学工学部建設工学科

卒業論文．

23．柴田章治（2006）東京大学愛知演習林白坂南谷流域における地形が降雨流出応答に及ぼす影

響，東京農業大学卒業論文．

24．西垣真由美（2006）愛知演習林新居試験地のマツノザイセンチュウとマツノマダラカミキリ

の集団遺伝構造，東京大学大学院農学生命科学研究科森林科学専攻修士論文．

25．井越慎也（2007）森林土壌の撥水性評価に関する研究，埼玉大学工学部建設工学科卒業論文．

26．岡庭清人（2007）東京大学愛知演習林犬山研究林小流域における降雨流出特性，東京農業大

学地域環境科学部森林総合科学科卒業論文．

27．金子力也（2007）東京大学愛知演習林白坂北谷流域の地形と地下水位が樹木個体群に及ぼす

影響，東京農業大学地域環境科学部森林総合科学科卒業論文．

28．坂井瞳（2007）地形条件の相違が小流域の流出形態に及ぼす影響，東京農業大学地域環境科

学部森林総合科学科卒業論文．

29．澤畠薫（2007）微小流域における降雨－流出応答の多様性と合流プロセスによる流出の平準

化に関する実証的研究，東京大学大学院農学生命科学研究科生圏システム学専攻修士論文．

30．鈴木千春（2007）東京大学愛知演習林白坂本流域での渓流の地形から見る水理学的特性，東

京農業大学地域環境科学部森林総合科学科卒業論文．

31．八谷宗典（2008）裸地斜面における降雨による地表流と土砂移動との関係，東京農業大学地

域環境科学部森林総合科学科卒業論文．

32．菅生和希（2008）東京大学犬山研究林における植生および地質と渓流の流出特性，東京農業

大学地域環境科学部森林総合科学科卒業論文．

33．中澤貴彦（2009）東京大学愛知演習林白坂南谷流域における地下水位と樹木分布との関係，

東京農業大学地域環境科学部森林総合科学科卒業論文．

34．田中幹浩（2009）気候および地形条件の異なる5流域でのHYCYMEDELパラメータと流域

内部構造・流出特性との関係，東京農業大学地域環境科学部森林総合科学科卒業論文．

35．稲葉誠博（2009）流況曲線に着目した短期水収支法の開発とその適用，三重大学大学院生物

資源学研究科博士論文．

36．高橋由紀子（2009）ブナ科樹木萎凋病菌Raffaelea quercivoraの伝搬様式と樹体内動態，東

京大学大学院農学生命科学研究科博士論文．



342 東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所

４－５．外部資金取得実績

１．蔵治光一郎，特別研究推進費（1），分担（竹内邦良，山梨大学），地上水文観測データの不

足する流域での水文予測，2002-03年度

２．蔵治光一郎，基盤研究（A），分担（小川滋，九州大学），流域生態圏における水・熱・物質

循環の長期変動モニタリングと広域比較研究，2003-05年度

３．蔵治光一郎，基盤研究（A），分担（丹下健，東京大学），森林生態系における水・物質動態

の流域特性の広域比較研究，2006-08年度

４．蔵治光一郎，基盤研究（A），分担（竹内邦良，山梨大学），地球規模観測研究のローカル情

報へのダウンスケーリングに関する研究，2004-06年度

５．高徳佳絵，奨励研究，代表，ウルシ科植物が含有するウルシオール量の季節変動および地域

特性，2006年度

６．渡部賢，奨励研究，代表，マツ材線虫病の被害を受けたクロマツ海岸林の炭素収支と被害木

の分解呼吸速度，2009年度

７．井上淳，奨励研究，ナラ枯れの被害に及ぼす環境要因とコナラ心材率の地域間と地域内変異

について，代表，2009年度

８．田中延亮，若手研究（B），代表，山地林生態系における湿性・乾性沈着量の定量化と樹冠

収支モデルの適用，2010-12年度

９．田中延亮，基盤研究（A），分担（平野高司，北海道大学），タワー観測のネットワーク化に

よる東南アジアの大気－森林相互作用の解明，2009-11年度

10．山本清龍，基盤研究（B），分担（愛甲哲也，北海道大学），国立公園のリスクマネージメン

ト－観光立国・高齢社会にふさわしいあり方，2010-11年度

11．山本清龍，基盤研究（B），分担（小林修，愛媛大学），視覚障害者と協働して展開する森林

ESDモデルの開発，2009-11年度

12．蔵治光一郎，基盤研究（A），分担（北山兼弘，京都大学），ウォ－カ－循環系における大気

振動と山岳の森林限界の形成，2011-05年度

13．蔵治光一郎，基盤研究（B），分担（鈴木雅一，東京大学），マレーシア・サラワク州の熱帯

雨林における流出・水質形成プロセスの研究，2009-11年度

14．芝野博文・春田泰次，委託研究費，秩父演習林自然環境調査，東京大学演習林，2002年度

15．蔵治光一郎，委託研究費，青の革命と水のガバナンス，日本学術振興会，2003-07年度

16．蔵治光一郎，委託研究費（CREST），分担（恩田裕一，筑波大学），森林荒廃が洪水・河川

環境に及ぼす影響とモデル化，（独）科学技術振興機構，2003-08年度

17．蔵治光一郎，委託研究費（CREST），分担（鈴木雅一，東京大学），熱帯林の熱・水環境の

計測とモデリング及びモンスーン気候解析，（独）科学技術振興機構，2003-08年度
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18．蔵治光一郎・田中延亮，委託研究費（CREST），分担（恩田裕一，筑波大学），2009-14年度

19．蔵治光一郎，委託研究費（SATREPS），分担（沖大幹，東京大学），水災害リスク評価のた

めの準リアルタイム水循環観測網の展開，（独）科学技術振興機構，2010-14年度

20．芝野博文，奨学寄付金，（財）自然環境研究センター，モニタリング1000，2004-09年度

21．蔵治光一郎，奨学寄付金，（財）自然環境研究センター，モニタリング1000，2010年度

５．教育実績（2002（平成14）〜2010（平成22）年）

５－１．大学院農学生命科学研究科

１．研究室セミナー研修，東京大学大学院農学生命科学研究科応用生命化学専攻放射線植物生理

学研究室，2005.6.24-25，教員2，院生6，学部生1

２．国際森林学特論，東京大学大学院農学生命科学研究科，2008.1.16-18，教員1，院生4，学部

生0

３．国際森林学特論，東京大学大学院農学生命科学研究科，2009.12.24-26，教員1，院生1，学部

生1

４．森林圏水循環機能学，東京大学大学院農学生命科学研究科，2009.6.18-20，教員1，院生5，

学部生0

５．森林圏生態社会学研究室ゼミ，東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林森林圏生態社

会学研究室，2010.10.4-5，教員4，院生1

５－２．農学部

１．測量学実習，東京大学農学部，2002.10.1-5，教員2，院生2，学部生15

２．森林保全学実習，東京大学農学部，2002.6.4-6.6，教員2，院生2，学部生20

３．測量学実習，東京大学農学部，2003.10.1-6，教員2，院生2，学部生7

４．森林政策学演習における現地実習，東京大学農学部，2003.2.24-27，教員4，院生3，学部生

25

５．森林保全学実習，東京大学農学部，2003.6.3-5，教員2，院生4，学部生15

６．森林政策学演習における現地実習，東京大学農学部，2004.2.25-26，教員2，院生2，学部生

21

７．森林保全学実習，東京大学農学部，2004.6.2-4，教員2，院生1，学部生10

８．測量学実習，東京大学農学部，2004.8.30-9.3，教員2，院生1，学部生11

９．森林保全学実習，東京大学農学部，2005.6.7-9，教員2，院生1，学部生13

10．測量学実習，東京大学農学部，2005.8.29-9.2，教員2，院生1，学部生6
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11．森林保全学実習，東京大学農学部，2006.6.6-8，教員1，院生0，学部生7

12．測量学実習，東京大学農学部，2006.8.28-9.1，教員1，院生2，学部生7

13．森林保全学実習，東京大学農学部，2007.6.5-7，教員1，院生1，学部生11

14．測量学実習，東京大学農学部，2007.8.27，教員1，院生2，学部生6

15．森林保全学実習，東京大学農学部，2008.6.3-5，教員1，院生1，学部生6

16．測量学実習，東京大学農学部，2008.8.25-29，教員1，院生2，学部生9

17．森林保全学実習，東京大学農学部，2009.6.2-4，教員1，院生1，学部生12

18．測量学実習，東京大学農学部，2009.8.24-28，教員1，院生2，学部生6

19．測量学実習，東京大学農学部，2010.9.26-30，教員1，院生3，学部生7

20．森林保全学実習，東京大学農学部，2010.6.8-10，教員2，院生2，学部生15

５－３．教養学部

１．講義名不明，東京大学教養学部，2002.9.23-26，教員1，院生0，学部生7

２．総合科目「森林と人間の関わり　都市と森林」，東京大学教養学部，2002.9.24-27，教員1，

院生0，学部生8

３．総合科目，東京大学教養学部，2005.9.27-30，教員1，院生0，学部生6

４．全学体験ゼミナール「森に学ぶ5　森林生態研究の現場からの発見」，東京大学教養学部，

2006.9.26-29，教員1，院生0，学部生2

５．総合科目Ｄ人間・環境「青の革命と緑のダム」，東京大学教養学部，2007.6.1-3，教員1，院

生0，学部生7

６．全学体験ゼミナール「森に学ぶ3　森林生態研究の現場からの発見」，東京大学教養学部，

2007.9.25-28，教員1，院生0，学部生6

７．全学体験ゼミナール「森に学ぶ4　里山の森林に触れる」，東京大学教養学部，2008.5.3-6，

教員2，院生0，学部生6

８．総合科目D「青の革命と緑のダム」，東京大学教養学部，2008.6.6-8，教員1，院生0，学部生7

９．全学自由研究ゼミナール「絶好調愛知」，東京大学教養学部，2009.2.16-18，教員1，院生0，

学部生21

10．全学体験ゼミナール「山地災害と森林保全」，東京大学教養学部，2009.3.23-26，教員3，院

生0，学部生1

11．総合科目D「緑のダム，水の革命，森の健康診断」，東京大学教養学部，2009.5.3-6，教員6，

院生0，学部生20

12．総合科目D「緑のダム，水の革命，森の健康診断」，東京大学教養学部，2009.6.5-7，教員1，

院生0，学部生12
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13．全学自由研究ゼミナール「絶不調愛知」，東京大学教養学部，2010.2.15-16，教員1，院生0，

学部生5

14．全学体験ゼミナール「山岳地形の3D表示入門」，東京大学教養学部，2010.3.23-26，教員1，

院生0，学部生5

15．全学体験ゼミナール「里山の自然を訪ねて」，東京大学教養学部，2010.5.2-5，教員1，院生0，

学部生18

16．総合科目D「ダムと森林」，東京大学教養学部，2010.6.4-6，教員1，院生0，学部生28

17．全学体験ゼミナール「マツ・オン・ザ・ビーチ」，東京大学教養学部，2011.2.11-13，教員1，

院生0，学部生5

18．全学体験ゼミナール「ダムと土砂」，東京大学教養学部，2011.2.26-28，教員1，院生0，学部

生5

５－４．他大学

１．資源生物環境学実験実習Ⅱにおける測樹学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科，

2002.5.21，教員1，院生0，学部生20

２．森林土壌学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科，2002.6.4，教員1，院生2，学部生20

３．測量学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科水土保全学，2003.3.3-7，教員1，院生2，学

部生19

４．資源生物環境学実験実習Ⅱにおける測樹学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科，

2003.5.13，教員2，院生1，学部生16

５．土壌学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科森林環境資源学，2003.5.27，教員1，院生2，

学部生16

６．測量学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科水土保全学，2004.3.8-12，教員1，院生2，学

部生14

７．資源生物環境学実験実習Ⅱにおける測樹学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科，

2004.5.11，教員1，院生2，学部生21

８．資源生物環境学実験実習Ⅱ　土壌学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科森林環境資源学，

2004.5.25，教員1，院生3，学部生21

９．資源生物環境学実験実習，名古屋大学大学院生命農学研究科森林気象水文学，2005.11.15，

教員2，院生2，学部生21

10．資源生物環境学実験実習Ⅱにおける測樹学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科，

2005.5.24，教員1，院生2，学部生21

11．土壌学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科，2005.6.14，教員1，院生3，学部生21
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12．人間環境学科夏ゼミ合宿研修，恵泉女学園大学人間社会学部人間環境学科，2005.9.16，教員

1，院生0，学部生4

13．集中講義のための野外見学，名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科学専攻，2006.10.26，

教員1，院生12，学部生0

14．生物環境科学実験実習，名古屋大学大学院生命農学研究科，2006.11.29，教員2，院生0，学

部生38

15．資源生物環境学実験実習Ⅱにおける測樹学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科生物圏資

源学専攻，2006.5.23，教員1，院生1，学部生16

16．資源生物環境学実験実習Ⅱ，名古屋大学大学院生命農学研究科，2006.6.13，教員1，院生3，

学部生16

17．生物環境科学実験実習，名古屋大学大学院生命農学研究科，2007.11.29，教員2，院生0，学

部生38

18．資源生物環境学実験実習ＢⅡにおける測樹学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科，

2007.5.22，教員1，院生1，学部生23

19．土壌学実習，名古屋大学大学院生命農学研究科，2007.6.12，教員2，院生3，学部生23

20．生物環境学セミナー，名古屋大学大学院生命農学研究科，2008.12.11，教員1，院生0，学部

生36

21．生物環境科学基盤実験実習，名古屋大学生命農学研究科，2009.12.10，教員1，院生0，学部

生38

22．生物環境科学基盤実験実習，名古屋大学生命農学研究科，2010.12.16，教員2，院生0，学部

生38

６．社会貢献実績（2002（平成14）〜2010（平成22）年）

６－１．高等学校・中学校・小学校等の授業

１．平成14年度青少年ボランティア福祉体験学習，藤岡町教育委員会生涯学習グループ，

2002.7.28，教諭等-，生徒24

２．平成14年度青少年ボランティア福祉体験学習，藤岡町教育委員会生涯学習グループ，

2002.8.4，教諭等-，生徒29

３．森林の水循環や森林を育成する意味を学ぶ，瀬戸市立水野中学校，2002.8.28，教諭等1，生

徒14

４．課外授業春の緑，新緑を歩く，愛知朝鮮第七初級学校，2003.5.23，教諭等2，生徒25

５．総合学習，瀬戸市立品野中学校，2003.6.19，教諭等1，生徒12
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６．課外授業，愛知朝鮮第七初級学校，2003.11.12，教諭等9，生徒25

７．総合学習「矢田川から自然と環境を考えよう」，名古屋市立廿軒家小学校，2004.9.15，教諭

等2，生徒53

８．課外授業，愛知朝鮮第七初級学校，2004.11.4，教諭等4，生徒25

９．総合学習「浜名湖っていいな」，新居小学校，2004.11.22，教諭等5，生徒145

10．課外授業，愛知朝鮮第七初級学校，2005.4.20，教諭等2，生徒12

11．課外授業，愛知朝鮮第七初級学校，2005.5.16，教諭等2，生徒13

12．総合学習「町たんけん」，新居小学校，2005.5.31，教諭等1，生徒7

13．総合学習「町たんけん」，新居小学校，2005.6.14，教諭等2，生徒8

14．理科・環境学習，豊川市立東部中学校，2005.8.19，教諭等3，生徒-

15．小中学校10年経験者研修，江南市立北部中学校，2005.8.23-25，教諭等1，生徒-

16．課外授業，愛知朝鮮第七初級学校，2005.11.16，教諭等4，生徒18

17．特別授業「地球環境と調査」，学校法人梅村学園三重中学校，2006.8.21，教諭等4，生徒23

18．課外授業，愛知朝鮮第七初級学校，2006.10.18，教諭等3，生徒18

19．特別授業「地球環境と調査」，学校法人梅村学園三重中学校，2007.7.23，教諭等4，生徒36

20．現地見学会，あいち建築デザイン専門学校，2008.4.20，教諭等-，生徒10

21．特別授業「地球環境と調査」，学校法人梅村学園三重中学校，2008.7.28，教諭等4，生徒40

22．高等学校各科研修講座生物地学部会研修，名古屋市教育センター，2009.6.2，教諭等25，生

徒0

23．森林管理等に関する施設見学・実地研修，学校法人中西学園NSCデザイン工科カレッジ，

2009.7.16，教諭等1，生徒8

24．特別授業「森林を通して，環境を科学の視点で考えよう」，学校法人梅村学園三重中学校，

2009.8.24，教諭等4，生徒36

25．理科「生物と生活のつながり」，犬山中学校，2009.9.11，教諭等2，生徒237

26．犬山市の里山の成り立ちについての講義と見学，犬山市立南部中学校，2010.10.28，教諭等1，

生徒5

27．特別授業「森林を通して，環境を科学の視点で考えよう」，学校法人梅村学園三重中学校，

2010.8.26，教諭等3，生徒22

28．森林保全方法と生物相の中高生研修，灘中学校高等学校，2010.8.3-4，教諭等3，生徒22

６－２．愛知演習林主催公開講座

１．親子森づくり体験教室第1回，赤津，2002. 4.20，9名．

２．造ろう！源流の森，赤津，2002. 4.21，4名．
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３．親子森づくり体験教室第1回，赤津，2002. 4.22，17名．

４．親子森づくり体験教室第2回，赤津，2002. 6.15，22名．

５．親子森づくり体験教室第3回，赤津，2002. 9.28，19名．

６．親子森づくり体験教室第4回，赤津，2002.10.26，19名．

７．よみがえった荒廃林地＊1，犬山，2002.11.23，22名．

８．海岸林の植物と鳥＊1，新居，2002.11.30，33名．

９．マツ枯れ被害を受けた海岸林を学び，造ろう＊1，新居，2003. 4.26，23名．

10．親子森づくり体験教室第1回＊2，赤津，2003. 5.31，37名．

11．親子森づくり体験教室第2回＊2，赤津，2003. 7.12，35名．

12．親子森づくり体験教室第3回＊2，赤津，2003. 9.13，30名．

13．矢田川の源流部を探る，赤津，2003.10.25，11名．

14．親子森づくり体験教室第4回＊2，赤津，2003.11. 8，28名．

15．マツ枯れ被害を受けた海岸林を学び，造ろう＊1・2，新居，2003.11.15，26名．

16．親子森の科学教室第1回＊2，赤津，2004. 4.17，17名．

17．海岸林の不思議＊1・2，新居，2004. 4.25，19名．

18．親子森の科学教室第2回＊2，赤津，2004. 5.22，30名．

19．親子森の科学教室第3回＊2，赤津，2004. 7.17，18名．

20．親子森の科学教室第4回＊2，赤津，2004. 9.18，26名．

21．海岸林の不思議＊1・2，新居，2004.11.27，12名．

22．親子森の科学教室第5回＊2，赤津，2004.12. 4，21名．

23．春の森づくり県民大作戦＊1，新居，2005. 4.24，90名．

24．海岸林にどんな鳥がいる？＊1・2，新居，2005. 4.24，19名．

25．親子で学ぶ，森のネイチャー教室第1回，赤津，2005. 6.11，11名．

26．親子で学ぶ，森のネイチャー教室第2回，赤津，2005. 9. 3，10名．

27．親子で学ぶ，森のネイチャー教室第3回，赤津，2005.11. 5，14名．

28．愛知演習林春の見学会，赤津，2006. 4.23，14名．

29．水辺の生き物を探そう，赤津，2006. 8.20，35名．

30．海岸林を歩こう，植えよう＊1，新居，2007. 1.27，21名．

31．森を測る＊1，赤津，2007. 5.30，20名．

32．オリジナル樹木図鑑をつくろう，赤津，2007. 8. 5，13名．

33．鳥の巣箱づくりと観察第1回，赤津，2007. 9. 9，16名．

34．鳥の巣箱づくりと観察第2回，赤津，2007.11.11，18名．

35．親子でふれ合う「秋の里山散策会」＊1，犬山，2007.11.18，38名．
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36．マツ枯れ跡地に一緒にマツを植えませんか，新居，2008. 3. 9，8名．

37．鳥の巣箱づくりと観察第3回，赤津，2008. 5.11，19名．

38．水辺の生物を探そう〜森林と水棲昆虫〜，赤津，2008. 7.25，25名．

39．鳥の巣箱作りと観察，赤津，2008. 8.24，9名．

40．犬山の森を知ろう！〜親子で楽しむ東大演習林〜＊1，犬山，2008.11.15，16名．

41．マツ枯れ跡地に一緒にマツを植えませんか＊1，新居，2009. 3. 9，20名．

42．鳥の巣箱作りと観察，赤津，2009. 5.10，13名．

43．自然観察と押し葉づくり，赤津，2009. 7.31，18名．

44．鳥の巣箱作りと観察，赤津，2009. 8.24，9名．

45．水源林学習ツアー＊3，赤津，2009.12. 5，25名．

46．水源林学習ツアー＊3，赤津，2009.12. 6，12名．

47．マツ枯れ跡地に一緒にマツを植えませんか＊1，新居，2010. 3. 7，26名．

48．森林調査学習ツアー＊3，赤津，2010.11. 7，31名．

49．森林調査学習ツアー＊3，赤津，2010.11.13，28名．

50．マツ枯れ跡地に一緒にマツを植えませんか，新居，2011. 2.13，8名．
＊1　近隣市町等との共催事業
＊2　大学等地域開放特別事業
＊3　あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業

６－３．愛知演習林主催シンポジウム・ワークショップ等

１．演習林LTER若手研究者の会第一回集会，2003. 6.16-18，10名．

２．森の療養効果〜歩くから健康である〜，2003. 8.31，50名．

３．緑のダム研究の現状と将来展望，2004. 1.31，217名．

４．森林水文若手研究者の会，2004. 2. 1，40名．

５．矢作川研究所・愛知演習林合同セミナー，2004. 8. 3- 4，8名．

６．森林浴の効用＊1，2004. 9.19，60名．

７．庄内川とすべての川の源流を考えるスタディツアー＊1，2005. 3.12，70名．

８．森林集水域の生物地球科学と水文，2005. 3.18，28名．

９．新居町の海岸林を守るには，2006. 1.16，30名．

10．緑のダム研究の最前線と市民・行政・研究者の協働，2006. 1.28，227名．

11．森林水文若手研究者の会2006，2006. 1.29，49名．

12．森林認証・地域材認証と森林管理・木材利用，2006. 4.21，80名．

13．森林の風景について＊1，2006. 7. 8，60名．
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14．第20回日本の森と自然を守る全国集会愛知瀬戸集会＊2，2007.12.10，216名．

15．カシノナガキクイムシによるナラ枯れ被害の実態＊1，2008.11. 8，48名．

16．犬山の森林の未来に向けて，2010. 2. 7，76名．

17．ナラ枯れと身近な森の管理について考える＊1，2011. 1.30，67名．
＊1　近隣市町等との共催
＊2　日本の森と自然を守る全国連絡会主催，愛知演習林共催

６－４．研究林を利用して他組織が主催した市民向け講座

１．犬山市アメニティ協会，野鳥観察会，2003.2.16犬山，40名．

２．犬山市アメニティ協会，市民による探鳥会，2003.5.11犬山，30名．

３．犬山市子ども大学自然学科，自然及び野鳥観察，2003.10.18犬山，30名．

４．犬山市環境部エコアップ課，エコアップリーダー養成講座，2004. 2.15犬山，45名．

５．民吉九州修業200年記念事業実行委員会，磁祖加藤民吉ゆかりの「残心の杉」挿し木体験会，

2004. 4.11赤津，25名．

６．愛知県植物誌調査会，白藤川観察会，2004. 5. 8赤津，13名．

７．犬山市環境部エコアップ課，野鳥観察会，2004. 6.13犬山，10名．

８．犬山市アメニティ協会，子ども向け昆虫採集講座，2004. 7.25犬山，42名．

９．瀬戸市水南公民館，平成16年度生涯学習補助事業，2004. 8.24赤津，26名．

10．土木学会全国大会実行委員会，土木学会平成16年度全国大会エクスカーション，2004. 9. 9赤

津，40名．

11．犬山市環境部エコアップ課，エコアップリーダー養成講座，2005. 2.19犬山，32名．

12．犬山エコアップリーダー東大演習林グループ，東大演習林散策会，2005. 5. 7犬山，14名．

13．犬山エコアップリーダー東大演習林グループ，東大演習林散策会，2005. 5. 8犬山，47名．

14．犬山市アメニティ協会，昆虫採集と標本作り，2005. 7.18犬山，37名．

15．東海三県山林経営者，東海三県の山林経営者の研修，2005. 9.12赤津，30名．

16．犬山エコアップリーダー東大演習林グループ，東大演習林散策会，2005.10.16犬山，27名．

17．エコワークス，東大演習林の今と昔.山森川の関係を考える，2005.11.20赤津，36名．

18．犬山市環境部環境課，エコアップリーダー養成講座，2006. 2.18犬山，45名．

19．NPOエコバンクあいち，こどもエコクラブふれあい会，2006. 5.28犬山，12名．

20．豊田森林組合とよた森林学校，森林の過去現在未来，2006. 6.11赤津，66名．

21．穂の国森づくりの会，穂の国森づくりの会研修，2006. 6.13赤津，13名．

22．犬山市子ども未来課，犬山市児童館地域活動，2006. 6.24犬山，225名．

23．犬山エコアップリーダー遊びクラブ，親子での自然観察，2006. 7.23犬山，30名．
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24．愛知県森林林業技術センター管理研修課，小中学校教員を対象とした森林指導者養成研修，

2006. 7.28犬山，24名．

25．扶桑町木曽川野鳥観察会，野鳥観察会，2006. 8.26犬山，20名．

26．名古屋環境大学，矢田川庄内川水の旅，2006. 9. 2赤津，18名．

27．犬山市シルバー人材センター，自然観察ウォーキング，2006.10.16犬山，25名．

28．犬山ニュータウン自治会，自治会イベントハイキング，2006.10.22犬山，30名．

29．ヌルの会，東大農学部林学科ＯＢの会による見学会，2006.11. 1赤津，9名．

30．犬山市環境部環境課，犬山里山塾，2006.11.18犬山，31名．

31．犬山市マウンテンバイクフェスティバル実行委員会，第2回犬山マウンテンバイクフェスティ

バル，2006.11.26犬山，600名．

32．NPOエコバンクあいち，あいちこどもエコクラブふれあい会，2006.11.26犬山，36名．

33．犬山エコアップ，自然観察，2006.12. 1犬山，8名．

34．近山スクール名古屋，見学講座，2006.12. 2赤津，60名．

35．ボーイスカウト尾張北地区，自然観察自然愛護，2006.12. 3犬山，15名．

36．愛知県環境調査センター，里山保全アドバイザー研修会，2006.12.10犬山，33名．

37．犬山市環境部環境課，犬山里山塾，2006.12.16犬山，31名．

38．ボーイスカウト犬山第5団，ハイキング，2007. 2.25犬山，85名．

39．矢作川水系森林ボランティア協議会，矢作川森の健康診断リーダー研修，2007. 4.21-22赤津，

30名．

40．豊田森林組合とよた森林学校，森林セミナー，2007. 5.26赤津，56名．

41．犬山市民健康館，市民健康づくり事業，2007. 5.25犬山，16名．

42．犬山市健康福祉部子ども未来課，体操教室ウォークラリー，2007. 5.26犬山，167名．

43．犬山市健康福祉部健康推進課，健康づくり事業のための職員引率研修，2007. 7. 3犬山，16名．

44．犬山市健康福祉部健康推進課，健康づくり事業のための職員引率研修，2007. 7.13犬山，16名．

45．犬山エコアップリーダー東大演習林グループ，野遊び塾（昆虫調査），2007. 7.22犬山，36名．

46．愛知県環境調査センター，環境学習ハンドブック活用講習会，2007. 7.23犬山，6名．

47．ECOにこにこ瀬戸，赤津研究林の概要を知る，2007. 7.24赤津，20名．

48．国際シンポジウム参加者，国際シンポジウムのエクスカーション，2007. 7.29赤津，14名．

49．愛知県環境調査センター，環境学習ハンドブック活用講習会，2007. 8. 2犬山，40名．

50．地域環境活性化協議会，環境教育，2007. 8.24赤津，30名．

51．犬山市健康福祉部健康推進課，健康づくり事業のための職員引率研修，2007.10. 1犬山，16名．

52．犬山市環境部環境課，犬山里山塾，2007.10.20犬山，25名．

53．犬山市環境部環境課，犬山里山塾，2007.11.17犬山，25名．
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54．瀬戸市環境課，せと環境塾（プレ版）第1回，2007.10.20赤津，19名．

55．犬山ニュータウン自治会，自治会イベントハイキング，2007.10.21犬山，34名．

56．木曽川水系水道水質協議会，研修見学会，2007.10.26赤津，36名．

57．犬山市健康福祉部健康推進課，市民対象ウォーキング，2007.11. 3犬山，4名．

58．東山植物園ボランティア，植物分布の学習，2007.11.19赤津，15名．

59．犬山市健康福祉部健康推進課，市民対象ウォーキングの引率者養成，2007.11.21犬山，9名．

60．あつた勤労者山岳会，自然観察，2007.12. 6赤津，4名．

61．犬山市環境部環境課，尾張地域木材利用促進会議，2007.12.11犬山，20名．

62．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008. 1. 9犬山，20名．

63．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008. 2. 1犬山，31名．

64．犬山市環境部環境課，里山リレー講座，2008. 1.20犬山，40名．

65．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008. 2.13犬山，17名．

66．あつた勤労者山岳会，自然観察，2008. 3. 6赤津，5名．

67．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008. 3.12犬山，15名．

68．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008. 4. 9犬山，33名．

69．シデコブシの会，自然観察，2008. 4.13赤津，9名．

70．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008. 4.13犬山，41名．

71．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008. 5.14犬山，11名．

72．犬山市健康福祉部子ども未来課，体操教室ウォークラリー，2008. 5.24犬山，211名．

73．豊田森林組合とよた森林学校，森林セミナー，2008. 5.25赤津，48名．

74．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008. 6.11犬山，17名．

75．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008. 7. 9犬山，15名．

76．地域環境活性化協議会，環境教育，2008. 8.22赤津，42名．

77．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008. 9.10犬山，30名．

78．東京教育大学農学部林学科36年卒の会，36年卒の会散策，2008. 9.10-11赤津，20名．

79．日本樹木医会愛知県支部，第一回理事会技術講演会見学会，2008. 9.27赤津，33名．

80．犬山市環境部環境課，犬山里山塾，2008.10. 4犬山，22名．

81．犬山市環境部環境課，里山アドベンチャー，2008.10. 5犬山，110名．

82．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008.10. 8犬山，22名．

83．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008.11. 2犬山，41名．

84．下品野公民館家庭教育学級，親子で楽しもうオリエンテーリング，2008.11. 2赤津，38名．

85．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008.11. 2犬山，40名．

86．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008.11.12犬山，21名．
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87．人と自然の共生国際フォーラム実行委員会，フィールドワーク県内森林林業活動現地見学，

2008.11.16赤津，38名．

88．秩父演習林しおじの会，演習林見学，2008.11.18赤津，15名．

89．興津川保全市民会議，視察研修，2008.11.27赤津，25名．

90．なごや環境大学，庄内川水系水の旅，2008.11.29赤津，24名．

91．東明公民館，生き生きウォーキング，2008.11.30赤津，119名．

92．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2008.12.10犬山，16名．

93．シデコブシの会，紅葉を見ながら標石を探そうツアー，2008.12.14赤津，13名．

94．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009. 1.14犬山，14名．

95．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009. 2.11犬山，23名．

96．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009. 3.11犬山，15名．

97．恵那市林材業振興協議会，視察研修会，2009. 3.30赤津，26名．

98．瀬戸椿の会，植物観察，2009. 3.31赤津，13名．

99．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009. 4. 8犬山，30名．

100．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009. 4.12犬山，56名．

101．シデコブシの会，猿投山登山，2009. 4.29赤津，27名．

102．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009. 5.13犬山，17名．

103．犬山市健康福祉部子ども未来課，体操教室ウォークラリー，2009. 5.16犬山，13名．

104．菱野東島町内会，巣箱設置の勉強会，2009. 5.15赤津，2名．

105．愛知守山自然の会，樹木観察，2009. 5.20犬山，10名．

106．シデコブシの会，猿投山登山，2009. 5.23赤津，8名．

107．シデコブシの会，森林セミナー第3回「森林はみどりのダム」，2009. 5.24赤津，58名．

108．犬山市健康福祉部子ども未来課，体操教室ウォークラリー，2009. 5.30犬山，229名．

109．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009. 6.10犬山，11名．

110．瀬戸市地域婦人団体連絡協議会，小長曽陶器窯跡見学，2009. 6.11赤津，27名．

111．犬山市生活環境部公園緑地課，里山散策，2009. 6.13犬山，22名．

112．愛知守山自然の会，樹木観察，2009. 6.17赤津，10名．

113．犬山市生活環境部公園緑地課，里山散策，2009. 6.20犬山，6名．

114．犬山市生活環境部公園緑地課，里山散策，2009. 7. 1犬山，20名．

115．犬山エコアップリーダー東大演習林グループ，環境フェア（散策会），2009. 6.21犬山，12名．

116．めいきん生協，自然観察診断間伐体験，2009. 8. 1赤津，26名．

117．シデコブシの会，学びキャンパスせと，2009. 8. 2赤津，19名．

118．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009. 8.12犬山，11名．
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119． あいち自然環境団体施設連絡協議会，夏休みたんけん隊「みどりの海東大演習林で源流た

んけん隊」，2009. 8.20赤津，18名．

120．地域環境活性化協議会，環境教育，2009. 8.31赤津，23名．

121．犬山市生活環境部公園緑地課，森の体験学習，2009. 9. 6犬山，54名．

122．あいち海上の森大学，森林再生コース講義見学，2009. 9. 6赤津，15名．

123．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009. 9. 7犬山，9名．

124．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009. 9. 9犬山，15名．

125．シデコブシの会，植物講習会，2009. 9.26赤津，9名．

126．愛知中部水道企業団，「水」をテーマにした親子体験教室，2009. 9.30赤津，8名．

127．犬山市生活環境部公園緑地課，エコアップリーダー養成講座，2009.10. 3犬山，32名．

128．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009.10.14犬山，27名．

129．犬山市生活環境部公園緑地課，環境フェア犬山里山っ子秋季講座，2009.10.17犬山，12名．

130．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009.11. 1犬山，51名．

131．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2009.12. 9犬山，24名．

132．シデコブシの会，標石ツアー，2009.12.13赤津，10名．

133．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2010. 2.10犬山，18名．

134．あつた勤労者山岳会，自然観察，2010. 2.21赤津，10名．

135．シデコブシの会，学びキャンパスせと，2010. 3.20赤津，22名．

136．瀬戸市，せと環境塾，2010. 3.22赤津，34名．

137．岐阜県弁護士会，公害環境委員会学習会，2010. 4. 9赤津，16名．

138．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2010. 4.11犬山，20名．

139．シデコブシの会，植物講習会，2010. 4.29赤津，5名．

140．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2010. 5.12犬山，31名．

141．豊田森林組合とよた森林学校，森林セミナー，2010. 5.30赤津，45名．

142．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2010. 6. 9犬山，25名．

143．愛知中部水道企業団，水に親しむ親子体験ツアー，2010. 8. 4赤津，40名．

144． コープあいち地域組合員活動支援部，さあー，夏休み夏の森で「自然」をいっぱい体感し

よう！！，2010. 8.22赤津，10名．

145． あいち自然環境団体施設連絡協議会，いきものたんけん隊「夏の森で水生昆虫を探そう」，

2010. 8.31赤津，29名．

146． 地域環境活性化協議会，次世代を担う子供達の感性を育む環境教育とまちづくり，2010. 8.31

赤津，39名．

147． 日本民家再生協会きんき民家塾，きんき民家塾第4回講座「山と木を学ぶツアー」，2010.9.4
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赤津，35名．

148．瀬戸市萩山公民館，瀬戸の歴史講座館外学習，2010.9.11赤津，44名．

149．あいち海上の森センター，あいち海上の森大学講座，2010.9.11赤津，17名．

150．東海自然学園，学園スタッフの自然観察等実践教育，2010.9.28犬山，14名

151．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりウォーキング，2010.10.13犬山，30名．

152．シデコブシの会，猿投山登山，2010.10.24赤津，9名．

153．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりトレッキング，2010.10.31犬山，23名．

154．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりトレッキング，2010.11.10犬山，21名．

155．藤前干潟を守る会，なごや環境大学講座，2010.11.20赤津，10名．

156．春日井市環境部環境保全課，ステップアップ講座，2010.11.29赤津，16名．

157．シデコブシの会，標石ツアー，2010.12.5赤津，13名．

158．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりトレッキング，2010.12.8犬山，16名．

159．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりトレッキング，2011.1.12犬山，23．

160．シデコブシの会，犬山研究林見学ツアー，2011.1.23犬山，19名．

161．シデコブシの会，補助者講習会，2011.3.6赤津，4名．

162．犬山市健康福祉部健康推進課，市民健康づくりトレッキング，2011.3.9犬山，32名．

163．山本清龍，学びキャンパスせと，2011.3.19赤津，17名．

164．瀬戸市市民生活部環境課，せと環境塾，2011.3.20赤津，32名．

* 利用場所について記録のなかった一部の研修・講座等については利用団体および利用目的から

推定した．

７．生態水文学研究所の動植物リスト

７－１．動植物リスト（2010（平成22）年現在）

生態水文学研究所の，脊椎動物リスト（鳥類を除く）を表２－５－２に，鳥類リストを表２－

５－３に，シダ植物リスト（23科107種）を表２－５－４に，木本植物リスト（69科313種）を表

２－５－５に，草本植物リスト（79科658種）を表２－５－６に，それぞれ示す。
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表２－５－２．脊椎動物リスト（鳥類を除く）
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表２－５－３．鳥類リスト
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表２－５－３．鳥類リスト
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表２－５－４．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認されたシダ植物リスト
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表２－５－４．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認されたシダ植物リスト
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表２－５－４．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認されたシダ植物リスト
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表２－５－５．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された木本植物リスト
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表２－５－５．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された木本植物リスト
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表２－５－５．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された木本植物リスト



演習林（東大）, 51,305-396 (2012)

 生態水文学研究所第５期教育研究計画（2011（平成 23）年度〜 2020（平成 32）年度） 365

表２－５－５．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された木本植物リスト
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表２－５－５．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された木本植物リスト
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表２－５－５．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された木本植物リスト
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表２－５－５．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された木本植物リスト
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表２－５－５．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された木本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト
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表２－５－６．2006（平成18）年から2010（平成22）年に確認された草本植物リスト

８．森林調査の結果

８－１．目的と方法

森林調査は生態水文学研究所の森林の現況（面積，本数，蓄積；その森林にある木の幹材積の

合計）を把握することを目的に行った。

森林調査の調査地は，第４期試験研究計画（１）（以下，前期）の森林調査で設定した50 〜

500m2の方形の調査地計332カ所のうちから165カ所と，第５期教育研究計画（以下，今期）の森

林調査で新設した14カ所の，計179カ所（図２－５－２）で，調査は2009（平成21）年度中に実

施した。ただし，前期までの計画で調査してきたヒノキ・スギ人工林各種試験地（２）のある５カ

所については，37，62，63，64林班の各調査地が2006（平成18）年のデータ，61林班の調査地が

2007（平成19）年のデータを，それぞれ用いた。

調査の方法は以下のとおりである。調査地の緯度と経度はGPSにより測位し，樹種，胸高直径

（DBH）は直径巻尺により測定した。樹高は，人工林では全本数の２割程度を各直径階から選び

バーテックスにより測定して樹高曲線から未測定木の樹高を推定し，天然林では全てを目測によ

り測定した。林床植生は種名と被覆度を記録した。材積は各調査木の直径と樹高の２変数から，

1994（平成６）年４月発行の名古屋営林支局の収穫調整必携にある「人工林スギ」，「人工林ヒノ

キ」，「アカマツ・クロマツ」，「広葉樹」の計算式を使用して求めた。

生態水文学研究所の森林の林種を表２－５－７のように区分し，区分「い」，「ほ」は人工林，「ろ」，

「は」，「に」，「と」は天然林，「へ」は除地として集計した。

８－２．結果

生態水文学研究所の管理する森林は，総面積が1,291.79haで（表２－５－８，表２－５－９），

2002（平成14）年と比較して変動がなかった。総蓄積は276,974m3であった。

今期計画でゾーニングした，各ゾーンの森林面積と蓄積は表２－５－10に示すとおりである。
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前期と今期（表２－５－８）の蓄積を比較する場合，不成績造林地の扱いが異なるため数値を

そのまま比較できない。そこで前期と同様に不成績造林地を扱い蓄積を集計すると表２－５－11

のようになる。なお犬山研究林と穴の宮試験地において天然林・針葉樹の蓄積が減少したのは，

主にマツ材線虫病によりアカマツが枯死したためであった。また赤津研究林の人工林・広葉樹の

蓄積が減少していたのは主にハンノキ類の被圧や風害等による枯死が多かったためであった。

人工林の樹種別齢級配置は，赤津研究林を表２－５－12，犬山研究林を表２－５－13，穴の宮

試験地を表２－５－14に，それぞれ示した。
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図２－５－２．森林調査地の位置
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表２－５－７．林種区分

表２－５－８．各研究林の面積と蓄積



演習林（東大）, 51,305-396 (2012)

 生態水文学研究所第５期教育研究計画（2011（平成 23）年度〜 2020（平成 32）年度） 387

表２－５－９．各林班の面積と蓄積
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表２－５－９．各林班の面積と蓄積
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表２－５－10．各ゾーンの面積と蓄積

表２－５－11．不成績造林地を前期と同様に集計した場合の各研究林の蓄積（m3）
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表２－５－12．赤津研究林の人工林樹種別齢級配置

表２－５－13．犬山研究林の人工林樹種別齢級配置
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表２－５－14．穴の宮試験地の人工林樹種別齢級配置

９．森林管理計画

９－１．方針と計画

林班ごとのゾーニングと，管理方針，管理計画は表２－５－15に示すとおりである。この森林

管理計画を実現するために，以下のように森林管理作業を実施する計画とする。

９－２．皆伐，地拵え，植栽，天然更新

皆伐は2013（平成25）年度に計画する。2011（平成23）・2012（平成24）年度と2014（平成26）

年度以降は教育・研究のために必要が生じた場合にその都度，計画する。

2013（平成25）年度の皆伐は64林班で0.4ha程度の面積を計画し，その跡地のうち0.2haを地拵

え後，ヒノキ苗木の植栽により，0.2haを天然更新により，森林再生を行う計画とする。これら

２林分の森林再生過程を比較し，天然更新による森林再生の技術を研究する。

上記以外の植栽として，2011（平成23）年度に71林班で0.19haを計画する。

９－３．間伐

間伐は，研究・教育・ふれあいの各ゾーンにある６齢級以上のヒノキあるいはスギの人工林の

間伐候補地（表２－５－16）のうちから，国・県・市からの補助金等を得て実施することができ

るものから行う計画とする。その年度の国・県・市からの補助金等を得ての間伐が終了した上で，

教育・研究に支障のない範囲で可能な場合には立木処分による間伐を検討する。さらに，それら

全てが終了した場合でもなお，教育・研究に支障のない範囲で余裕がある場合には，保護ゾーン

にある人工林の間伐を検討する。
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表２－５－15．森林管理計画
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表２－５－15．森林管理計画
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2011（平成23）年度については森林整備加速化・林業再生事業により，25林班で2.52ha，37林

班で1.12haの間伐を計画する。また同事業により31林班の0.20haについて森林内に侵入した竹の

除去を計画する。

９－４．保育

保育は国・県・市からの補助金等を受け，請負により行うことを原則として計画し，それが無

理な場合に直営で行うことを検討する。

（１）下刈り

下刈りは植栽した年には行わず，翌年から植栽木の下層植生による被圧あるいは獣害（主にカ

モシカによる葉の摂食）の様子を勘案しながら，植栽５年後まで計画する（表２－５－17）。

（２）枝打ち

枝打ちは植栽後10年目に高さ２mまで計画する（表２－５－17）。

（３）つる切りと除伐

つる切りと除伐は同時に，４齢級（林齢が16 〜 20年生）時に計画する（表２－５－17）。

９－５．苗木の直営生産

苗木の直営生産は，ヒノキの枝挿を2011（平成23）年度，床替（１回目）と除草を2012（平成

24）年度，床替（２回目）と除草を2013（平成25）年度，ヒノキ苗木の山出しを2014（平成26）

年度に計画する。これら一連の作業をもって，白坂苗畑は廃止する計画とする。

表２－５－16．研究，教育，ふれあいの各ゾーンにある間伐候補地
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表２－５－17．各ゾーニングにおける各保育作業の予定年度と面積
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